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二
、
国
家

三
、
新
倉

四
、
革
新

五
、
結
び

し
て
く
る
の
で
あ
る
。
」

一
、
は
じ
め
に

「
殊
に
国
体
論
を
以
て
そ
の
求
呂
政
治
、
経
済
、
社
会
に
側
す
る
組
織
論
理
を
税
か
う
と
す
る
所
論
に
接
し
た
と
き
、
世
人
の
疑
惑
は
一
価
期

新
官
僚
か
ら
革
新
官
僚
へ

革
新
官
侃
と
社
会
派
官
仇

ｌ
内
務
官
恢
と
し
て
の
協
洲
会
上
腕
職
Ｈ
１

国
家
官
僚
と
し
て
の
新
官
僚

新
官
僚
・
革
新
官
僚
と
社
会
派
官
僚

ｌ
協
調
会
分
析
の
一
視
角
と
し
て
Ｉ

ｌ
社
会
派
官
僚
か
ら
安
本
官
倣
へ
－

永
井
亭
（
協
調
会
常
務
理
事
）
『
国
民
柵
神
と
社
会
思
想
』
巌
松
堂
、
一
九
二
四
年
。

高
橋
彦
博
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社
会
政
策
学
会
に
お
け
る
私
の
報
告
は
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
の
協
調
会
」
と
題
さ
れ
た
が
、
当
日
配
付
の
報
告
要
旨
と
報
告

資
料
で
詳
し
く
示
し
た
よ
う
に
、
報
告
内
容
は
、
「
協
調
会
コ
ー
ボ
ラ
テ
イ
ズ
ム
論
」
と
「
協
調
会
官
侭
の
分
析
」
と
い
う
二
側
面
か
ら

る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

一
九
九
六
年
五
月
了

向
山
論
題
分
科
会
の
三

野
達
雄
氏
、
［

予
定
で
あ
る
。

財
団
法
人
・
協
調
会
が
連
合
国
に
よ
る
占
倣
体
制
下
で
解
散
に
追
い
や
ら
れ
た
の
が
一
九
川
六
年
七
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
で
に

（
１
）

半
世
紀
が
経
っ
た
。
こ
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
協
調
会
に
関
す
る
研
究
文
献
は
二
○
点
を
超
え
て
い
る
。
協
調
会
解
散
五
○
年
の
時
点
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
協
調
会
分
析
の
蓄
臓
を
蹄
ま
え
た
上
で
、
協
洲
会
に
つ
い
て
今
日
的
な
把
握
を
試
み
る
作
業
は
、
社
会
述
助
史
や
労

使
関
係
論
の
分
野
に
お
け
る
作
業
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
何
点
も
の
論
点
を
通
じ
て
、

現
代
政
治
論
、
現
代
社
公
論
に
何
ほ
ど
か
の
寄
与
を
す
る
作
業
と
な
る
に
迎
い
な
い
。

私
の
場
合
、
今
日
の
時
点
に
お
け
る
協
調
会
分
析
は
、
二
つ
の
角
度
か
ら
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、
協
調
会
二
七
年
の
歴

史
を
戦
Ⅲ
川
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
視
点
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
協
調
会
二
七
年
の
経
過
を
担
っ

て
来
た
協
調
会
上
層
職
員
を
新
官
僚
、
革
新
官
僚
、
社
会
派
官
僚
、
と
い
う
三
つ
の
官
僚
層
の
輻
轆
関
係
に
お
い
て
捉
え
る
視
点
か
ら
す

年
五
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
政
策
学
会
九
二
回
大
会
は
、
協
調
会
解
散
五
○
周
年
の
時
点
に
お
け
る
企
画
と
し
て
、

科
会
の
一
テ
ー
マ
に
「
協
調
会
の
今
日
的
検
討
」
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
社
会
政
莱
学
会
分
科
会
で
な
さ
れ
た
愛
媛
大
学
矢

国
学
院
大
学
木
下
順
氏
、
そ
し
て
私
に
よ
る
三
本
の
報
告
は
、
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
の
近
刊
号
に
掲
載
さ
れ
る

一
、
は
じ
め
に

ｌ
内
務
官
僚
と
し
て
の
協
調
会
上
層
職
員
Ｉ
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#l『官(Ⅸ.,Y〔Wi官(1mとｌｌ２会派官似

端綴官一め常た待
一と協済とＩＭＩ稲ら務。遇Ｍル
ノＬしｉｉＷ安な貝葉れ理一を洲
三て会）どっと秀て事皮受会
○捉一上水たな三い在はけ」：
〈|：え厨Hllがつとる職’１１’て１画
代、職’'１，て勝。１１１家いＩＩＭＩ
のＷｒｌＪＩＫ同いＩｉｌ１添に宮た員
国ＴＩをの１Ｍノノこ１１１｝[ｌ県（Ii（・は
家（l(（、ポに。滴は知と脇、
革、内ス高こ－’１１１事し調lM
WrhYi務卜等のは辞へて会｜Ｊ１
状Ｗｒ省に宮二、しのの上法
３，１１?；地Ｉ躯身人束ｉｌｉ転高屑人
に仇方つ分は京’１１任等職の
対、局たを、帝はを官員職
応社・ ・与や国快求身を貝
し会社 えが大諦め分代で
てＪＲ会らて学しらか表あ
一官局れ内とたれらすり
九（lＩ（かてＩＨＩ京゜て脱る氏
三、らい細部いし添’''１
○の派る１ｔ帝るて１１１人
年三ＬｌｉｏＡｉｊ国ｏｌｌ３敬と
代系し稲へ人吉Ⅱ１１－し
iifiiWliた葉の学Ｈ１人即て

と栃を半に社（まととの
に位会１１》ｌｌｌ卒常な吉身
派ilv（１１１’１１１を業務つ１１１分
生付ＭｎｌＩＩ求しＥＩＩた茂に
しけ対のめた事Ｍｌはあ
たて応二ら後を洲、つ
社分を人れ、三会内た
会折｜当’’よ、肢年常務が
派す己、そ初

灘＃$国るの第のの
家こ役二後就
'[；と；＃'１次、職

％ボゼ,【似にと世内先
瞬しし界’３１に

ｉＨＵＮ内をたて大直ＭＩ

Ｗｉｌｉ筒＃
新い’÷ＩＩｉＵＱＩ４訓
官。党後の会

：獺！
(11（す、企を
1蘭る｜工｜Ⅱｈｉｊｑｉｉ
と国家腕び
捉家公に、へた経キ
え官獅お属のが験の

似貝け史就、者ｌＥ１
、

統＃rｉとる侍（正添で家
けのし説｜遇を’１１あ１ｔ「
てて、〔の求はつ似

折
」
を
、
今
回
、
蒲
く
し
て
逝
一

少
の
資
料
補
過
を
含
ん
で
い
る
。

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
交
錯
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
学
会
に
お
け
る
口
頭
棚
告
を
文
謝
報
告
に
換
え
る
に
当
た
っ
て
、
私
は
議
論
の
川

確
化
を
図
ろ
た
め
、
交
錐
す
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
起
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
検
討
を
加

え
る
形
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
識
論
の
一
つ
で
あ
る
「
協
調
会
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
政
策
学
会
に
お
け
る

報
告
と
し
て
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
近
刊
号
に
発
表
す
る
こ
と
と
し
、
私
の
も
う
一
つ
の
議
論
で
あ
る
「
協
調
会
官
似
の
分

析
」
を
、
今
回
、
潴
く
し
て
逝
っ
九
四
川
洋
二
教
授
追
悼
の
意
味
を
込
め
て
本
誌
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
い
ず
れ
も
多
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新
官
僚
と
か
革
新
官
僚
と
か
の
捉
え
方
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
川
語
に
端
を
発
し
て
い
る
。
現
代
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
厳

密
に
規
定
さ
れ
た
概
念
と
し
て
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
領
域
に
お
け
る
実
証
分
析
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
確
定

的
な
概
念
規
定
の
確
立
が
試
行
さ
れ
て
い
る
途
次
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
○
年
代
以
降
に
お
け
る
総
合
国
策
研
究
機

関
の
総
体
的
把
握
を
試
み
た
古
川
雌
久
氏
が
、
総
力
戦
体
制
の
担
い
手
を
硴
定
す
る
視
点
か
ら
新
宮
恢
屈
と
革
新
禰
位
肘
に
次
の
よ
う
な

（
２
）

区
分
を
一
が
し
て
い
る
の
が
、
実
証
的
把
握
の
一
例
と
な
っ
て
い
る
。

一
几
三
○
年
代
後
半
に
派
生
し
た
社
会
派
国
家
官
仙
晒
を
砧
新
宮
休
胴
と
捉
え
る
皿
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
商
等
、
造
Ⅲ
機

関
と
し
て
の
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
卒
業
年
次
を
基
準
に
し
、
そ
の
上
で
、
学
生
時
代
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
接
近
絲
験
の
有

無
を
指
標
に
す
る
社
会
派
国
家
官
僚
層
の
分
類
方
法
は
、
新
官
僚
層
と
革
新
官
僚
層
の
輩
出
の
背
景
を
捉
え
両
者
を
区
分
す
る
一
般
論
と

し
て
的
確
て
あ
り
有
効
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
協
調
会
に
対
象
を
絞
り
協
調
会
上
肘
職
員
の
軌
跡
を
迫
っ
て
行
く
と
、
一
般
論
と
は
兇
な
っ
た
新
而
似
胸
の
誕
生
と
球
新
官

僚
胴
の
分
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
政
党
政
治
へ
の
対
応
を
自
覚
し
政
友
会
や
氏
政
党
と
の
関
述
で
浮
鋤
す
る
浦
恢
政
治
家
と
し

て
社
会
政
策
の
公
共
政
蛎
化
に
取
り
細
ん
だ
の
が
添
川
敬
一
郎
で
あ
っ
た
。
添
川
と
巡
っ
て
、
二
人
政
党
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
ス
細
イ

ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
反
抗
か
ら
既
成
政
党
に
組
み
せ
ず
に
、
当
初
か
ら
金
憩
学
院
で
あ
る
と
か
凶
縦
会
で
あ
る
と
か
の
回
家
並
新
派
官

僚
組
織
に
属
し
て
、
軍
部
ク
ー
デ
タ
後
の
官
僚
内
閣
に
ポ
ス
ト
を
得
た
の
が
吉
田
茂
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
間
に
、
画
然
と
し
た
一
本

の
線
が
Ⅷ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
間
の
一
線
が
、
協
調
会
の
場
で
確
認
Ⅲ
来
る
新
宿
隙
と
北
新
宮
仮
の
区
分
線
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
お
け
る
原
敬
内
閣
の
成
立
と
い
う
政
党
政
治
冊
始
時
点
に
遡
る
新
宮
隙
燗
の
形
成
の
確
認
と
、
一
九
三
一
年

に
お
け
る
政
党
政
治
解
体
過
程
に
お
い
て
明
確
と
な
っ
た
革
新
向
仇
屈
の
派
生
の
確
認
が
協
調
会
の
場
に
お
い
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ

た
。
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新宮'１ｍ・並析官僚と社会派官(１１（

ど
の
よ
う
な
分
頬
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
特
定
の
圦
耶
に
お
け
る
そ
の
分
航
の
有
効
性
で
あ
り
、
新
席
恢
と
革
新
官
低
に
つ
い
て

の
古
川
氏
の
明
快
な
分
緬
も
、
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
分
斌
城
雛
を
換
え
る
と
そ
の
終
然
さ
が
乱
れ
る
こ
と
に
な
る
。
農
林
官
恢
に
焦
点

（
３
）

を
柵
・
え
た
大
竹
稗
介
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
古
川
氏
の
分
頒
で
新
官
位
の
枠
に
収
め
ら
れ
た
右
恐
忠
篤
と
小
平
椛
一
は
、
国
家
機
描
の
一

端
と
し
て
の
農
林
官
僚
と
し
て
の
本
来
の
在
り
方
を
保
持
し
続
け
た
「
省
士
」
で
あ
り
、
各
省
の
枠
を
超
え
る
意
識
の
新
官
僚
と
は
異
質

の
存
在
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
古
川
氏
の
分
峨
で
砿
新
官
隙
の
川
辺
に
位
世
付
け
ら
れ
た
和
川
博
雄
は
、
大
竹
氏
の
分

餓
に
よ
れ
ば
、
国
家
を
超
え
た
社
会
観
念
へ
の
捉
わ
れ
に
お
い
て
「
革
新
官
僚
た
り
え
な
か
っ
た
」
人
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
言
え
ば
「
革

新餓
'１t１に
(＃（よ
左れ
派ば
L－、

【
内
務
官
僚
】
後
藤
文
夫
、
吉
川
茂
、
松
本
学
。
【
腿
林
官
恢
】
石
黒
忠
鱒
、
小
平
権
一
。

【
商
工
宵
仇
】
吉
野
傭
次
。
【
大
蔵
官
似
】
打
渡
粧
太
郎
、
Ｈ
雁
皿
逝
、
…
な
ど
。

革
新
官
僚
一
九
二
○
年
代
（
大
正
末
期
）
に
東
大
を
卒
業
し
て
官
僚
に
な
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
程
度
の
差
は
あ
れ
学
生
時
代
に
マ
ル
ク
ス
エ

雑
の
影
孵
を
受
け
、
統
制
経
済
に
つ
い
て
の
経
験
を
械
み
、
Ⅲ
中
戦
争
勃
発
前
後
か
ら
頭
町
を
表
し
は
じ
め
、
戦
中
川
（
「
革
新
官
恢
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
）
に
は
各
竹
の
課
長
、
局
長
、
総
合
囚
箙
機
側
の
幹
部
や
立
案
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
漏
勅
す
る
。

【
商
工
官
恢
】
岸
信
介
、
唯
名
悦
三
郎
、
美
漉
部
洋
次
。
【
逓
信
官
似
】
奥
村
再
和
男
。

【
大
蔵
官
似
】
毛
里
災
於
兎
、
迫
水
久
常
。
【
腱
休
官
似
】
川
川
柳
雄
、
…
な
ど
。

新
官
僚
一
九
一
○
年
代
に
東
大
を
卒
業
し
て
官
僚
に
な
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
う
ち
、
内
務
、
鰹
林
官
恢
は
、
恐
慌
対
鞭
に
関
与
す
る
う
ち
、

政
党
政
治
に
批
判
的
に
な
っ
た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
他
の
人
々
は
産
業
統
制
、
総
動
員
政
策
、
外
為
管
理
、
満
洲
国
統
治
な
ど
、
「
革
新
派
」
的
政

簸
の
線
上
に
あ
る
新
し
い
政
策
に
携
わ
っ
た
人
々
で
あ
る
が
、
体
制
糀
新
ま
で
構
想
し
て
い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
戦
中
期
に
は
次
官
、
大

７

協
調
会
上
層
職
員
を
内
務
省
社
会
派
の
国
家
官
僚
と
見
な
し
て
、
そ
の
軌
跡
を
追
う
と
、
添
田
敬
一
郎
の
よ
う
な
一
見
、
平
凡
な
単
な
３

仮
な
ど
と
な
る
。

で
あ
っ
た
。



さ合ツーに
らにで従内
によ’こつ扮
活る顕たＷ
Ｉｌｉｉｌ９ｉ粁政（li（
化文で友１１’
し商あ会』
た等つへ内の
り１（宿たし官床
1:１体。似次
(Ｉｉリルリ岐派竹
にがＷ１は二
促生の、郎
進み政残が
さ’１１党Ｗｌ－
れさ内派几
るれⅢ’よ二
形たでり四
でのあ多１１
，でるかに

商あ一つ政
文つ八允友
高た九。会
等が八１:ｉか
宮、年ＩｌＸら
の’７１１の政立
政CljMl治逝
党く仮の政
政政内政反
冷党ＩＨｌ党水
と内当政党
のｌＨ１時治を
癒で、へ分
務ありⅡの立
がる官茂さ
進一ＩｌｊｌｌｉｌＵせ
行九が（よ、
し－１１ｋ、hI』
て九凪政ｉｌｌｉ
い１１【し党内
たの、政ＩＨＩ
・原そ治の
内れ展与
’８１へＩｌｌ｝党
段ののと
階ＡＭｉｉｉｉな
に州'１段つ
おと階ノこ
いしに１１$
ててお、

は分い床
、｜Ｉ（て次

る
国
家
官
僚
と
そ
の
同
瞭
で
あ
る
永
井
享
や
爺
下
で
あ
る
藤
井
梯
に
新
向
依
と
し
て
の
位
世
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
吉
川
茂
の

よ
う
な
公
認
の
新
宮
仮
に
先
鞭
で
あ
る
後
峨
文
男
を
含
め
て
岫
新
官
似
と
し
て
の
位
悩
付
け
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、

、
、

革
新
浦
似
と
見
な
さ
れ
て
い
た
和
川
博
雄
が
、
協
調
会
職
員
で
あ
っ
た
稲
菜
秀
一
一
一
や
勝
間
川
消
一
と
此
〈
に
、
社
会
派
国
家
淌
恢
と
し
て
の

、
、

在
り
刀
を
超
え
た
社
会
化
志
向
の
社
会
派
宵
似
と
位
例
付
け
ら
れ
る
》
」
と
に
な
る
。
以
下
、
社
会
派
凶
家
官
俶
と
社
会
派
宵
恢
の
微
妙
な

使
い
分
け
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

（
１
）
本
稿
末
足
の
「
『
協
調
会
論
』
文
献
一
覧
」
を
参
照
。
こ
の
一
覧
表
は
、
川
棚
「
「
協
調
会
誌
』
（
稿
本
）
と
『
協
調
会
史
』
（
正
史
）
と
の
Ⅲ
」

（
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
第
四
四
五
号
、
一
九
九
Ⅲ
年
一
二
月
）
掲
赦
の
文
献
リ
ス
ト
を
術
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
古
川
陥
久
『
昭
和
戦
中
期
の
総
合
国
策
槻
側
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
一
八
～
一
九
ペ
ー
ジ
。
折
滴
恢
と
革
新
官
僚
の
肝
川
論
文
と
し

て
分
析
作
業
の
起
点
に
な
る
の
は
橋
川
文
三
「
革
新
官
僚
」
、
神
烏
二
郎
編
『
権
力
の
思
想
」
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
大
竹
啓
介
『
幻
の
花
－
和
川
博
雌
の
生
涯
（
上
）
』
楽
瀧
啓
一
尻
、
一
九
八
一
年
、
一
三
一
～
一
一
一
一
二
ペ
ー
ジ
。

二
国
家
官
僚
と
し
て
の
新
宮
催

3８
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すしでたＩＨＩで人内添
そる、あのの添あ党内ｕｌ殺
れがさつは内１１１つ、｜Ｍ１も］［
に、らた、Ｉｌｌはた田．まさ
し添に。Ｉiiiか、添中１１１１たれ
て’１１立や内ら水｜{ｌ内藤宮た
もは意がＩＨＩイリ］野は闇内僚ｌｌｌＩＩ
地そ民てが酢に、の｜Ⅲ政調
刀こ政、司総、協文・党会
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し付政、御移の務任閣人）ＵＩ

嚥溌''１('１２洲!：|Ｈ爵ljl1
知つ遊政のｌｌｌｉ誌になイ'１つ一
事て七党内にめ出どをた○
をいし人閣巡とｌｆｊｌ、ｌＩｊ）･イＩｆ
歴なたとＬ－ｊｕなす床め添に
(［い床しでをりる次てＨ１お
し。次てあ」し社にといはい
ての比るに会当違る内て
い行政とせ・局たつが務火
た動党判す反って、宮質
添の総Ｗｉ、とて内床僚的
[IＩ執務しそな、務次とな
が跡とたのつＩﾊ}官としＨｌ１
やとなかまた人僚同てりｊ
つ一るらまの的政c水圧
と致がでｌｌｉ（はな友〈野で
本し、あ敬司心系政錬あ
省てそつのＩＭｌＩｌＩｉで友太つ
誌いのた内下を一系郎た
める変とIHIの述貰でのの
と゜遷釈に御べしあ系は
な床はｌﾘ}お｝ｌＩｉだてつダリ内
つ次、しけ娩切いたに務
て’よ立てる￣々大。あ竹
二、忠いへ内にた゜水る｜}１
年民政る&柵よるそ野と身
で政友・祈る譜のは［｜の
M１党会添地とＩＷ１水、認添
調かか[１１刀感を野一しｌｌｌ
会ららは局謝送にノＬて敬
へ政政、長しつ、二い_・
の友友はの、て内六たＲＵ

ｉＲ倉継Ｗ舳幣|【,,:i1$
びTl）へ、にが。社政野つ
H１度身政府（寺会女はた
し転を友ま内局会、が
‐身移系つ内長に寺、

官
仇
政
治
の
産
物
で
あ
っ
た
。

内
務
官
僚
・
添
田
敬
一
郎

内
務
官
恢
と
し
て
の
床
次
は
、
早
く
も
一
九
一
三
年
、
鉄
道
院
総
放
の
現
職
に
在
り
な
が
ら
政
友
公
に
入
党
し
、
官
吏
の
祇
口
服
柾
の

（
２
）

是
非
に
つ
い
て
の
議
論
を
呼
び
起
こ
し
て
い
た
。
床
次
は
、
一
九
一
四
年
以
降
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
八
回
を
取
れ
る
官
瞭
政
治
家
と

な
っ
て
い
る
。
政
党
政
治
が
進
行
す
る
状
況
で
出
現
し
た
官
位
政
党
人
と
し
て
の
床
次
が
原
内
閣
の
内
川
と
な
り
、
政
党
内
閣
を
柵
強
す

る
「
官
・
財
・
労
・
協
議
体
制
」
と
し
て
の
協
調
会
設
立
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
協
調
会
は
、
政
党
政
治
と
の
緊
張
関
係
に
あ
っ
た

3９



添
川
が
協
調
会
常
任
理
事
に
就
任
し
た
直
後
に
、
「
社
会
政
筑
時
報
』
に
発
表
し
た
「
協
調
会
堂
一
一
局
」
（
一
九
二
○
年
一
一
Ⅱ
）
が
あ
り
、

（
５
）

「
筒
一
言
」
の
趣
旨
を
説
明
し
た
二
水
の
論
文
が
あ
る
。
添
川
に
よ
れ
ば
、
協
洲
主
義
と
は
柵
怖
主
義
で
も
な
け
れ
ば
階
級
闘
争
主
我
で
も

な
い
の
で
あ
っ
た
。
協
調
主
義
は
、
添
田
に
よ
れ
ば
、
「
世
界
を
風
際
し
尽
く
し
た
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
認
め
「
対
等
な
る
人
格
の
相

互
尊
耽
」
を
求
め
る
思
想
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
「
資
本
家
と
労
働
背
と
を
現
状
の
側
に
於
て
妥
協
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
」
で
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
慈
恵
政
策
で
は
な
い
社
会
政
筑
を
股
間
す
る
た
め
の
各
界
協
調
の
機
関
と
し
て
、
特
に
労
働
組
合
代
表
を
参
加
さ
せ
た

（
６
）

「
述
柵
主
義
」
の
機
関
と
し
て
、
協
洲
会
を
疋
粁
さ
せ
る
こ
と
が
、
災
画
的
な
理
事
長
と
し
て
の
添
川
の
役
別
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
い
た
。

社
会
政
策
の
「
徹
底
実
施
」
を
求
め
る
立
場
こ
そ
協
調
主
義
で
あ
る
と
強
調
す
る
添
田
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
添
田
は
、
何
よ
り
も

先
ず
「
労
働
問
題
に
於
い
て
股
も
危
険
な
る
刀
而
は
非
国
家
的
思
想
の
発
現
で
あ
る
」
と
旧
家
主
義
原
則
を
明
示
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
る
。
単
な
る
争
議
調
停
機
関
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
社
会
的
批
判
に
対
し
て
、
労
働
委
員
会
法
や
労
働
組
合
法
の
建
議
で
答
え
、
公
共

政
策
展
開
の
主
体
と
な
る
立
場
を
誇
示
す
る
協
調
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
協
調
会
の
爽
画
的
な
理
事
長
と
し
て
、
添
川
は
、
「
社
会
政
策
の

目
標
は
よ
り
善
き
社
会
の
実
現
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
「
社
会
改
造
」
論
を
提
示
す
る
境
地
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
く

ま
で
、
国
家
官
僚
の
頂
点
に
立
つ
内
務
官
僚
と
し
て
の
、
党
を
見
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

を
承
諾
さ
せ
ら
れ
た
経
過
は
、
添
田
に
と
っ
て
「
甚
だ
意
外
且
迷
惑
」
で
あ
り
「
残
念
の
心
地
」
で
あ
っ
た
。
添
田
と
同
様
に
協
調
会
に

０４

出
向
す
る
｝
」
と
に
な
っ
た
内
務
省
桝
記
向
の
川
沢
義
姉
に
つ
い
て
、
添
川
が
「
非
常
な
犠
牲
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
自
身
の
｝
」
と
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
添
川
の
水
野
宛
の
謝
簡
に
よ
れ
ば
、
添
川
は
、
協
調
会
に
対
す
る
「
現
内
閣
の
武
柾
」
の
砿
大
な
る
を
思
っ
て
川

（
４
）

向
を
了
承
し
た
の
で
あ
っ
た
。
添
川
が
米
騒
助
対
簸
や
協
調
会
設
立
醜
務
を
担
当
す
る
立
場
に
あ
り
、
労
働
問
題
や
社
く
ま
政
策
に
強
い
側

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
出
向
す
る
添
田
に
あ
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
国
家
官
僚
と
し
て
の
責
務
遂
行
自
覚
で

あ
っ
た
。
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水
井
を
協
洲
会
川
平
に
挑
し
た
の
は
淌
浦
奈
喬
で
あ
り
、
水
井
が
協
調
会
を
追
わ
れ
た
時
、
「
資
本
家
川
休
の
不
明
の
然
ら
し
む
る
と

こ
ろ
」
と
永
井
弁
池
の
言
を
吐
い
た
の
は
平
沼
馴
一
郎
で
あ
っ
た
と
、
永
井
回
身
が
語
っ
て
い
る
。
人
脈
か
ら
言
え
ば
山
県
閥
系
統
に
属

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
水
井
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
水
井
は
、
道
徳
観
念
と
し
て
の
図
体
論
を
政
治
・
経
済
の
倣
域
に
持
ち
込
む
こ
と
を
抓

（
７
）

否
し
、
「
国
家
よ
り
社
会
へ
』
と
題
す
る
一
丞
脚
を
呪
わ
す
ほ
ど
の
公
然
た
る
社
会
派
で
あ
っ
た
。
永
井
の
後
年
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
、
水
井

忠
尖
な
る
国
家
官
倣
と
し
て
協
調
会
常
務
理
事
に
就
任
し
た
添
川
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
添
川
は
、
政
党
政
治
腫
開

期
の
政
椛
政
党
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
役
職
配
分
を
光
分
に
意
識
す
る
政
党
系
列
化
さ
れ
た
国
家
官
似
と
な
っ
て
い
た
。
添
川
が
最
初
に
政

界
に
川
脇
し
た
時
、
政
党
政
治
展
附
に
伴
う
政
界
再
編
成
が
巡
行
し
て
い
た
。
そ
の
渦
の
巾
で
、
添
川
は
、
床
次
や
水
野
の
後
に
続
く
官

恢
政
治
家
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
添
川
が
官
僚
政
治
家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
時
、
早
く
も
政
党
政
治
体
制
の
崩
壊
が
閃
始
さ

れ
て
い
た
。
政
党
内
閣
の
崩
壊
と
添
川
協
調
会
の
瓦
解
は
同
時
で
あ
っ
た
。

幣
原
尚
亜
郎
や
高
野
岩
三
郎
と
ほ
ぼ
同
年
で
あ
っ
た
が
、
大
学
卒
年
は
「
二
八
組
」
の
数
年
後
で
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う

か
、
内
務
省
で
も
本
省
詰
め
が
遅
か
っ
た
添
川
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
添
川
で
あ
り
、
五
○
歳
に
な
っ
て
い
た
添
川
で
あ
っ
た
が
、
協

洲
会
常
務
理
事
と
し
て
労
働
問
題
へ
の
対
応
を
自
己
の
役
判
と
心
得
、
「
社
会
改
造
」
派
の
新
た
な
官
僚
政
治
家
と
し
て
の
立
場
に
己
を

見
出
す
添
田
の
在
り
様
は
、
社
会
派
国
家
官
僚
の
先
駆
け
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
戦
間
期
に
出
現
し
た
添
田
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
官

僚
を
新
宮
仇
と
呼
ぶ
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
床
次
や
水
野
に
も
、
社
会
派
国
家
愉
彼
の
匂
い
が
多
分
に
あ
っ
た
。

が
、
墨

い
た
。

協
調
会
の
中
に
、
思
想
と
行
動
に
お
い
て
添
川
を
支
え
る
新
宮
仇
と
し
て
の
在
り
様
を
示
す
何
人
か
の
止
牌
職
貝
が
い
た
。
そ
の
一
人

、
添
川
と
一
緒
に
協
調
会
皿
事
に
就
任
し
た
水
井
亨
で
あ
っ
た
。
こ
の
永
井
の
場
合
、
新
宮
仮
で
あ
る
と
共
に
そ
の
枠
を
は
み
出
し
て

永
井
享
・
塩
沢
昌
貞
・
藤
井
梯
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協
調
会
は
、
総
体
と
し
て
新
官
僚
屑
の
居
城
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
ま
た
、
新
官
僚
層
を
蚕
食
す
る
社
会
派
官
恢
の
拠
点
と
も
な
っ

て
い
た
。
永
井
な
ど
は
、
新
官
僚
層
に
属
す
る
一
人
と
い
う
よ
り
、
社
会
派
官
僚
の
先
駆
け
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。

設
立
当
初
か
ら
の
協
調
会
理
事
の
一
人
に
、
協
調
会
社
会
政
簸
学
院
の
院
長
と
し
て
社
会
政
策
思
想
の
普
及
活
勅
に
取
り
紺
む
塩
沢
日

貞
が
い
た
。
早
稲
田
大
学
の
政
経
学
部
長
を
務
め
た
だ
け
で
な
く
同
大
学
の
学
長
・
総
長
を
も
務
め
た
端
沢
は
、
内
務
官
僚
出
身
者
が
巾

胴
を
占
め
る
協
洲
会
上
肘
職
口
と
し
て
は
永
井
と
共
に
異
端
で
あ
っ
た
が
、
塩
沢
も
ま
た
、
協
洲
会
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
考
え
か
ら
す
れ

は
、
発
足
当
時
、
協
調
会
は
「
Ⅱ
本
社
会
政
筑
協
会
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
衿
え
て
い
た
。
水
井
に
よ
れ
ば
、
協
調
会
は
争
議
調
停
の

機
関
で
あ
る
よ
り
も
「
労
働
組
合
法
の
制
定
に
よ
る
肌
結
権
の
確
保
」
と
「
川
体
交
渉
に
よ
る
労
働
協
約
の
締
結
」
を
求
め
る
機
関
で
あ

る
べ
き
で
あ
り
、
「
労
資
代
表
の
加
盟
に
よ
る
協
議
会
の
開
催
」
を
求
め
る
機
関
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
永
井
は
、
「
労
働
な
き
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
し
て
の
協
洲
会
の
在
り
様
の
克
服
を
探
題
と
し
て
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

添
川
と
違
っ
て
永
井
に
は
、
国
家
主
義
の
発
想
が
雌
く
凶
家
官
僚
と
し
て
の
使
命
観
が
稀
薄
で
あ
っ
た
。
永
井
に
あ
っ
た
の
は
、
明
快

な
社
会
樅
の
似
想
で
あ
っ
た
。
永
井
は
発
足
匝
後
の
協
洲
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
自
ら
の
立
脚
点
を
川
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
股
近
学
者
或
は
生
存
櫛
、
労
働
樅
、
団
結
権
、
休
錠
権
の
如
き
人
的
目
川
の
椛
利
を
主
慨
し
、
或
は
教
育
樅
、
慰
安
縦
、
住
宅
樅
、
他
版
椛
、

小
児
保
護
権
、
婦
人
対
等
権
と
も
称
す
べ
き
各
般
の
権
利
を
肯
定
す
る
６
の
あ
る
に
至
っ
た
が
、
未
だ
法
律
上
積
極
的
の
権
利
と
し
て
充
分
に
之
を

認
む
る
の
域
に
達
し
な
い
の
で
あ
る
。
是
等
の
権
利
は
天
賦
人
椛
の
思
想
に
胚
胎
し
た
る
も
の
と
洲
ひ
御
ら
る
蚤
が
、
寧
ろ
各
個
人
の
社
会
に
対
す

る
椛
利
、
即
ち
社
会
権
と
し
て
発
達
を
見
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
各
人
の
蔵
圧
義
務
と
相
侯
て
発
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。
大
体
に
於
い
て
将
来
は
川
人
の
利
撒
財
醗
等
を
目
的
と
す
る
川
施
椛
の
如
き
は
適
度
に
之
に
Ⅲ
限
を
卯
へ
、
個
人
の
生
命
身
体
向
山
神
を

艦
礎
と
す
る
生
存
権
ま
た
は
人
烙
椛
と
も
称
す
べ
き
濫
本
的
椛
利
に
枕
て
一
層
之
を
岬
函
す
る
の
原
川
を
確
立
す
る
必
要
を
認
む
る
の
で
娃
型
・
」

1２
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協
調
会
調
在
課
長
で
あ
っ
た
藤
井
梯
も
ま
た
、
協
調
会
上
牌
職
ｕ
と
し
て
新
悔
倣
脳
に
身
を
慨
く
一
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
縄
歴
と
思

想
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
社
会
派
官
倣
の
一
人
で
あ
っ
た
。
労
働
問
題
に
温
傭
主
義
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
打
働
組
合

の
持
つ
市
民
樅
の
承
認
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
協
洲
会
の
軌
道
修
正
を
表
明
し
た
の
が
一
几
二
○
年
一
二
〃
の
「
協
洲
会
汽
言
」

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
宣
言
は
藤
井
が
執
筆
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
協
調
会
宣
言
」
は
添
川
も
自
分
の
見
解
表
明
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

火
画
皿
珈
長
と
し
て
そ
れ
は
当
然
な
の
で
あ
る
が
、
添
川
の
理
事
及
就
征
に
反
対
し
た
と
い
う
永
井
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
「
協
洲
会
宣
一
一
門
」

は
「
私
が
最
初
に
試
み
た
仕
事
」
で
あ
り
、
永
井
が
藤
井
に
「
起
草
を
依
頼
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
藤
井
執
筆
と
さ
れ
る
「
協
調
会
宣

端
沢
が
社
会
政
簸
の
城
本
観
念
は
生
存
樅
思
想
で
あ
る
と
す
る
論
文
を
『
社
会
政
雄
時
報
』
誌
上
で
発
表
し
た
の
は
、
水
艸
が
、
同
悲

止
で
社
会
権
思
想
を
表
明
す
る
少
し
前
で
あ
っ
た
。
永
井
は
、
社
会
権
思
想
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て
「
生
存
権
の
み
を
社
会
問
題
解
決
の

根
本
思
想
と
兄
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
し
て
い
る
。
生
存
樅
思
想
で
は
「
社
会
政
簸
の
根
本
義
が
従
来
の
個
人
主
我
又
は
社
会
主
義
と

異
な
る
所
以
の
特
質
を
説
明
す
る
に
足
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
永
井
の
そ
の
よ
う
な
生
存
権
思
想
に
つ
い
て
の
注
釈
は
、
あ
る
い
は
永

井
論
文
よ
り
早
く
『
社
会
政
策
時
柵
』
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
た
塩
沢
論
文
に
側
す
る
柵
論
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

（
９
）

ば
、
新
官
仙
〃
脈
に
混
入
し
た
社
会
派
官
恢
の
系
譜
に
属
す
る
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
塩
沢
は
、
設
立
直
後
の
協
調
会
に
お
い
て
ワ
イ
マ
ー

ル
・
モ
デ
ル
の
生
存
権
思
想
を
紹
介
し
て
見
せ
て
い
る
。

「
川
し
て
労
働
背
の
生
活
の
改
善
、
地
位
の
向
上
の
目
標
と
し
て
十
几
世
紀
末
紫
以
来
『
文
化
的
生
存
』
（
ク
ル
ト
ゥ
ー
ァ
、
エ
ギ
ジ
ス
テ
ン
ッ
）

及
『
人
間
ら
し
き
存
在
』
（
メ
ン
シ
ェ
ン
ヴ
ィ
ル
デ
ィ
ゲ
ス
、
ダ
ー
ザ
イ
ン
）
な
る
標
語
を
使
っ
て
届
る
。
…
労
伽
者
も
他
の
階
級
の
荷
と
同
じ
く

物
伍
上
に
於
て
も
、
柵
抑
止
に
於
て
も
此
化
柵
を
改
牒
向
上
せ
し
め
、
斯
く
し
て
雌
業
に
側
係
せ
る
各
階
級
の
州
和
統
一
を
川
す
る
と
い
ふ
趣
愈
で

社
会
政
筑
の
研
究
は
進
み
来
れ
る
も
の
で
錘
型
・
」

4３



言
」
は
、
「
労
働
組
合
此
他
の
団
体
」
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
つ
つ
、
協
調
会
が
「
労
資
盤
刀
の
個
人
又
は
団
体
と
親
し
く
接
触
」

Ｉ

す
る
機
関
と
な
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。

藤
井
は
、
桑
田
熊
蔵
に
乞
わ
れ
て
協
調
会
入
り
を
し
た
と
い
う
。
協
調
会
の
調
査
課
長
に
在
職
の
ま
ま
政
治
研
究
会
の
中
央
委
員
と
な

り
、
脈
瀧
政
党
の
綱
価
作
成
作
業
に
参
加
し
て
い
る
。
一
几
二
七
年
に
は
、
普
選
突
施
に
対
応
す
る
啓
蒙
雑
誌
と
し
て
、
吉
野
作
造
、
小

（
Ⅲ
）

野
武
夫
と
藤
井
の
一
二
人
が
発
起
人
と
な
っ
た
『
社
会
迎
動
」
（
第
一
巻
第
一
号
）
を
発
行
し
て
い
る
。
労
働
問
題
や
社
会
問
題
の
発
生
を
認

識
し
、
問
題
へ
の
対
応
役
割
を
自
覚
す
る
の
が
新
官
僚
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
藤
井
は
、
協
調
会
上
屑
職
員
と
し
て
新
官
似
で
あ
る
と
共

に
、
政
党
政
治
展
附
川
の
社
会
迎
助
へ
の
参
加
役
別
を
自
己
に
弧
し
、
脈
産
政
党
の
糾
織
化
に
取
り
組
む
祉
会
派
官
僚
で
あ
っ
た
。

（
１
）
Ⅱ
本
の
官
恢
制
と
猟
官
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
藤
文
夫
の
回
顧
が
参
巷
に
な
る
。
内
政
史
研
究
会
「
後
藤
文
夫
氏
談
話
第
一
回
速
記
録

（
一
九
六
三
年
七
月
二
Ⅱ
）
」
『
内
政
史
研
究
資
料
・
第
四
巣
』
一
二
～
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
２
）
吉
野
作
造
は
禰
史
の
立
候
補
は
「
苦
々
し
い
現
象
」
で
あ
る
と
し
、
寺
内
内
側
に
お
い
て
官
吏
の
立
候
補
が
「
概
括
的
」
に
許
さ
れ
、
脱
内
側

に
お
い
て
脳
似
の
立
候
柵
が
「
鰍
什
」
に
な
っ
た
と
問
皿
の
綴
過
を
肌
察
し
て
い
る
。
古
好
「
総
選
喉
に
於
け
る
話
Ⅲ
随
」
『
現
代
政
胎
諦
和
』
文

化
生
活
研
究
会
、
一
九
二
六
年
、
所
収
を
参
照
。

（
３
）
編
集
委
員
会
編
「
添
田
敬
一
郎
伝
』
同
君
記
念
刊
行
会
発
行
、
一
九
五
ｎ
年
、
四
六
～
四
八
ペ
ー
ジ
。
水
野
疎
太
郎
と
添
田
の
関
係
は
「
互
い

に
よ
び
す
て
に
す
る
仲
」
で
あ
っ
た
、
と
の
脂
摘
も
あ
る
。
小
山
博
也
「
第
一
爪
代
（
埼
玉
県
知
耶
）
添
川
敬
一
郎
」
『
埼
玉
県
史
研
究
』
第
一
七

（
４
）
同
右
。
添
川
は
協
調
会
出
向
に
当
た
っ
て
貴
族
院
議
員
に
勅
選
の
内
示
を
受
け
た
。
協
調
会
へ
の
出
向
は
左
避
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
突
現
は

し
な
か
っ
た
が
勅
選
議
員
の
内
示
は
一
種
の
手
当
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
協
調
会
常
務
理
事
在
職
中
、
添
川
が
大
阪
府
知
事
へ
転
出
す
る
内

交
渉
を
受
け
た
の
は
「
栄
祇
」
の
機
会
提
供
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
上
『
添
川
敬
一
郎
低
』
丘
ｏ
～
正
一
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
添
川
散
一
郎
「
労
働
問
題
の
帰
結
」
『
社
会
政
簸
時
報
」
一
九
二
一
年
一
月
。
同
「
協
調
に
対
す
る
二
砿
の
非
難
」
『
社
会
政
策
時
報
』
一
九
二

号
、
一
九
八
六
年
。

一
年
三
月
。
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（
７
）
永
井
亨
「
協
洲
会
の
思
い
川
」
（
一
九
六
近
年
二
几
二
六
Ⅲ
付
）
、
『
協
調
会
史
－
協
調
会
三
十
年
の
歩
み
Ｉ
』
偕
和
会
刊
、
一
九
六
近
年
、
所

収
。
水
井
は
協
洲
会
を
追
わ
れ
る
価
前
に
『
Ⅲ
本
思
想
論
－
国
家
胆
似
よ
り
社
会
思
想
へ
』
の
姉
妹
耐
と
し
て
『
川
家
よ
り
社
会
へ
』
（
早
稲
川
人

学
出
版
部
、
一
九
三
○
年
）
を
刊
行
、
「
国
体
の
観
念
」
や
「
国
民
の
梢
抑
」
の
高
揚
は
「
明
治
時
代
の
帝
国
の
弧
念
」
で
あ
り
「
封
建
時
代
の
刑

囮
の
柵
抑
」
で
あ
る
と
し
て
「
国
民
の
覚
醍
」
を
促
し
て
い
る
。
水
井
に
よ
る
図
体
論
を
川
対
化
す
る
理
論
的
営
為
に
つ
い
て
は
、
「
国
民
柵
神
と

社
会
思
想
」
巌
松
堂
諜
店
、
一
九
二
四
年
、
参
照
。
な
お
、
永
井
は
農
商
務
省
出
身
で
あ
っ
た
。
拙
稿
、
前
掲
〔
一
の
（
１
）
〕
「
『
協
調
会
誌
」
と

「
協
調
会
史
』
と
の
間
」
を
参
照
。

（
８
）
永
井
亨
「
社
会
政
策
の
根
本
思
想
」
『
社
会
政
簸
時
報
」
一
九
二
一
年
六
Ⅱ
。

（
９
）
法
学
博
士
・
塩
沢
昌
貞
は
、
一
九
二
○
年
一
月
、
協
調
会
理
事
に
就
任
。
一
九
四
五
年
七
月
に
死
亡
す
る
ま
で
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
前
掲

〔
こ
の
注
（
７
）
］
『
協
調
会
史
』
一
五
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
塩
沢
と
早
稲
川
人
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
内
川
満
「
忘
れ
ら
れ
た
先
駆
者
・
家
永
蝋

吉
－
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
学
形
成
期
の
目
撃
者
」
（
上
・
下
）
「
Ｕ
Ｐ
」
一
九
九
六
年
爪
月
、
六
月
、
の
該
当
部
分
を
参
照
。

（
、
）
塩
沢
昌
貞
「
労
働
問
題
の
本
質
と
此
解
決
方
針
」
『
社
会
政
簸
時
報
』
一
九
二
○
年
一
二
月
。

（
Ⅱ
）
藤
井
伽
は
、
一
九
二
七
年
二
Ⅱ
か
ら
一
九
三
○
年
六
川
に
交
通
耶
故
で
死
亡
す
る
ま
で
協
刈
会
剛
耶
の
職
に
あ
っ
た
。
前
掲
〔
こ
の
派
（
７
）
］

『
協
調
会
史
」
一
派
七
ぺ
１
ジ
。
な
お
、
前
掲
［
こ
の
注
（
６
）
］
「
協
調
会
と
大
原
社
研
」
の
該
当
注
記
を
も
参
照
。

／■、

６
、､グ

郎はＷｄｌ
Ｌ、

、 ￣

設
立
、
後
の
協
調
会
に
お
い
て
、
拙
附
班
義
か
ら
協
調
主
義
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
、
そ
の
転
換
の
拙
い
手
と
な
っ
た
の
が
添
川
で
あ
っ
た
。
拙

「
協
調
会
と
大
願
社
研
」
「
社
会
労
働
研
究
』
第
四
二
巻
三
号
、
一
九
九
五
年
一
二
川
、
参
照
。
一
九
一
三
年
。
埼
玉
県
知
耶
に
就
侃
し
た
添
川

、
当
時
か
ら
「
社
会
問
題
へ
の
関
心
」
を
示
し
て
い
た
と
い
う
。
小
山
、
前
掲
〔
こ
の
注
（
３
）
〕
「
第
一
万
代
（
埼
玉
県
知
珈
）
添
川
敬
一

参
1M（
○

1５
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人。心と家たをし
とまＩＨな体。求よ
なずけつ制Ｍ１めう
つ、るたへ説｝ると
て社’''１のの会だし
い会論は統はけた
く｜川装弓合、での
。題週時を政なが
へで局志党〈、
のあ対ｌｆｉｌ政、協
対つ策す治ｊｌｌ（洲
応てＬるの産会
が、で機腰政の
弓そあ関｜)１１党ｉｉｉｉ
時こつへ」０１のｌＵ１
局にた紙に結一
対政゜化対成○

添
川
敬
一
郎
や
永
井
亨
が
更
迭
さ
れ
た
後
に
協
調
会
に
幾
場
し
た
の
は
内
務
官
僚
と
し
て
の
吉
田
茂
で
あ
り
、
吉
川
の
配
下
と
し
て
の

町
川
辰
次
郎
で
あ
り
、
吉
川
の
同
調
者
と
し
て
の
長
岡
保
太
郎
で
あ
っ
た
。
添
川
と
同
じ
く
、
鶴
保
同
系
列
で
は
ば
く
、
主
流
か
ら
外
れ

た
吉
川
で
あ
っ
た
が
、
添
川
と
は
一
五
歳
の
年
齢
差
だ
け
で
な
く
思
考
の
体
質
に
お
い
て
か
な
り
の
迷
い
が
あ
っ
た
。
社
会
問
題
、
労
働

問
題
へ
の
対
応
課
題
を
自
覚
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
吉
川
も
添
田
と
同
じ
く
内
務
省
社
会
局
系
統
か
ら
派
生
し
た
国
家
官
僚
社
会
派
の

一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
添
川
と
巡
っ
て
古
川
は
、
政
党
政
治
の
猟
腐
制
に
身
を
委
ね
る
官
俶
政
党
人
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
は
い
な

内
務
官
僚
・
吉
田
茂

三
新
官
僚
か
ら
革
新
官
恢
へ
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内
務
宵
仇
正
統
派
で
あ
っ
た
後
藤
文
夫
は
、
当
時
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
新
宮
隙
の
旗
手
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
並
新
宮
仇
が

政
府
機
関
へ
進
出
す
る
橋
頭
墜
の
築
き
手
で
あ
っ
た
。
協
調
会
上
層
職
員
と
し
て
の
吉
田
の
政
府
機
関
へ
の
上
昇
は
、
後
藤
の
後
に
続
く

形
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
四
○
歳
台
で
あ
っ
た
後
噸
や
吉
川
な
ど
疏
新
官
僚
が
、
思
考
し
判
断
す
る
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し

て
、
野
心
と
能
力
を
発
揮
し
た
舞
台
は
、
五
・
一
五
ク
ー
・
デ
タ
直
後
か
ら
続
い
た
二
つ
の
非
政
党
内
閣
で
あ
っ
た
。

評
伝
『
吉
川
茂
』
の
編
繊
委
員
長
は
後
藤
文
夫
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
務
省
関
係
者
や
安
岡
正
篇
な
ど
の
貴
重
な
証
言
を
記
録
し
た
こ

の
評
伝
の
実
質
上
の
編
者
は
勝
問
田
清
一
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
社
会
党
の
委
員
長
と
な
る
勝
間
川
は
、
協
調
会
職
員

で
あ
っ
た
当
時
の
思
い
出
と
し
て
、
「
先
生
（
吉
田
茂
）
が
書
記
官
長
に
な
ら
れ
て
ま
る
で
協
調
会
が
組
閣
本
部
み
た
い
に
な
っ
た
こ
と

（
５
）

が
あ
り
ま
し
た
ね
」
と
語
っ
て
い
る
。
一
九
一
一
一
二
年
の
五
・
一
近
ク
ー
・
デ
タ
か
ら
一
九
一
一
一
六
年
の
二
・
二
六
ク
ー
・
デ
タ
の
問
に
成
立

し
た
二
つ
の
非
政
党
内
閣
、
斎
藤
実
の
「
挙
国
内
閣
」
と
岡
田
啓
介
の
「
官
僚
内
閣
」
に
、
協
調
会
上
層
職
員
を
含
む
革
新
官
僚
層
は
密

事
に
転
川
し
た
当
時
、

ば
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
」
と

革
新
官
僚
と
国
維
会

後
藤
や
吉
田
に
お
い
て
、
政
党
政
治
に
ま
つ
わ
る
猟
官
政
治
へ
の
反
発
が
、
先
輩
新
官
僚
の
二
大
政
党
に
癒
着
す
る
在
り
方
を
乗
り
越

え
る
動
機
と
な
っ
て
い
た
。
後
藤
や
吉
川
が
選
ん
だ
革
新
派
耶
人
と
協
調
し
て
行
政
決
定
権
を
独
得
す
る
コ
ー
ス
は
、
そ
の
ま
ま
国
家
革

新
を
求
め
る
国
家
官
僚
の
立
場
か
ら
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
指
向
す
る
革
新
官
僚
の
立
場
の
選
択
と
な
っ
て
い
た
。
協
調
会
常
務
理

事
に
転
川
し
た
当
時
、
吉
川
は
す
で
に
国
維
会
の
機
関
誌
上
で
．
党
一
派
の
利
害
の
如
き
は
、
之
を
椴
牲
と
す
る
丈
の
覚
悟
を
持
た
れ

（
４
）

ば
な
、
ｂ
ぬ
な
ら
ぬ
」
と
説
い
て
い
た
と
い
う
。

（
３
）

が
あ
る
。

け
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
…
」
と
、
当
時
の
内
務
省
高
等
官
が
「
政
党
の
弊
が
侵
潤
」
し
た
状
況
に
つ
い
て
証
言
し
て
い
る
例

、
－
ン

８

禰
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。



斎
藤
内
閣
の
農
林
大
臣
に
、
余
熱
学
院
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
吉
田
と
共
に
国
維
会
を
設
立
し
た
一
人
で
あ
っ
た
後
藤
文
夫
が
着
任
し
た

の
は
一
九
三
二
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
政
党
政
治
と
国
家
官
瞭
の
関
係
を
断
絶
す
る
象
徴
的
動
向
が
、
後
藤
の
入
閣
で
あ
っ
た
。
非
政

党
人
で
あ
る
後
藤
の
入
閣
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
「
全
官
僚
群
」
に
「
政
党
人
た
ら
ず
と
も
大
臣
に
な
れ
る
」

（
６
）

と
い
う
自
信
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
全
官
僚
群
」
は
「
政
党
政
治
の
重
圧
か
ら
救
出
さ
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
五
・
一
五

ク
ー
・
デ
タ
以
後
は
、
政
友
会
や
民
政
党
の
幹
部
と
な
っ
た
官
僚
政
党
人
が
新
官
恢
と
し
て
政
府
の
要
職
に
進
出
す
る
の
で
は
な
く
、
革

僚
新
派
軍
人
と
連
携
す
る
「
新
た
な
新
官
僚
」
、
す
な
わ
ち
革
新
官
僚
が
、
決
定
権
の
あ
る
行
政
ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
「
国
維
会
の
時
代
」

●
９
１

癖
が
来
た
と
い
う
状
況
認
識
が
「
全
官
似
群
」
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

陰
海
軍
軍
人
で
あ
り
枢
密
顧
問
官
で
あ
り
帆
鮮
総
督
で
あ
っ
た
斎
藤
実
が
組
閣
し
た
「
挙
国
内
閣
」
の
構
成
を
見
る
と
、
農
林
大
臣
、
商

ｉ“
工
大
腿
、
外
務
大
臣
、
陸
噸
大
臣
、
内
務
省
警
保
局
長
、
警
視
総
監
、
東
京
府
知
事
、
広
島
県
知
事
、
農
林
人
匝
秘
書
官
、
な
ど
の
行
政

（
７
）

縮
決
定
権
を
行
使
す
る
役
職
が
国
維
〈
琴
に
属
す
る
官
僚
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
・
斎
藤
と
同
じ
く
海
軍
軍
人
で
あ
り
斎
藤
内
閣
の
海
州

即
で
あ
っ
た
岡
田
啓
介
が
斎
藤
内
閣
の
「
延
長
内
閣
」
と
し
て
組
閣
し
た
「
官
僚
内
閣
」
に
お
い
て
は
、
内
務
大
臣
、
大
蔵
大
腿
、
内
閣
書

Ⅸ刺
記
官
長
、
な
ど
行
政
決
定
の
要
め
の
ポ
ス
ト
が
国
維
会
官
僚
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
、
「
内
閣
自
体
の
中
核
」
部
分
を
節
部
と
癒
着
し
た
斬

新
（
８
）

官
僚
、
す
な
わ
ち
革
新
官
僚
が
担
う
構
造
が
実
現
し
て
い
る
。
斎
藤
内
閣
は
軍
部
と
既
成
政
党
と
の
パ
ー
フ
ン
ス
を
と
る
内
閣
で
あ
り
、

た
の
は
、
内
蓉

郎
で
あ
っ
た
。

行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
自
覚
が
特
に
強
烈
で
あ
っ
た
吉
田
茂
は
、
’
九
三
二
年
一
月
、
金
鶏
学
院
の
安
岡
正
篇
を
指
導
者
と
す

る
国
維
会
を
組
織
し
た
。
吉
田
は
、
国
維
会
に
お
い
て
、
革
新
官
僚
の
在
り
方
を
、
思
考
し
判
断
す
る
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
体

制
、
す
な
わ
ち
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
的
担
い
手
と
な
る
方
向
へ
切
り
替
え
る
踏
み
切
り
を
見
せ
た
。
国
維
会
の
中
心
に
い

た
の
は
、
内
務
省
警
保
局
長
出
身
で
貴
族
院
議
員
の
後
藤
で
あ
り
、
協
調
会
の
吉
田
で
あ
り
、
協
調
会
職
員
実
力
派
と
し
て
の
町
田
辰
次

ｲ９



「
挙
国
内
閣
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
が
、
岡
川
内
閣
は
「
反
政
党
的
色
彩
を
濃
厚
」
に
し
た
内
閣
で
あ
り
、
「
官
僚
内
閣
」
で
あ
る
と
見

（
９
）

な
さ
れ
た
。
や
が
て
二
・
二
六
ク
ー
・
デ
タ
で
標
的
と
さ
れ
た
斎
藤
内
閣
と
岡
川
内
閣
で
あ
っ
た
が
、
共
に
脚
維
会
内
閣
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
斎
藤
内
閣
は
帝
人
事
件
で
崩
壊
し
、
岡
田
内
閣
は
二
・
二
六
ク
ー
・
デ
タ
で
倒
壊
す
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
岡
川
内
閣
倒
壊
よ
り
早
く
、
圃
維
会
が
自
ら
解
散
の
道
を
選
ん
で
い
た
事
実
経
過
で
あ
る
。
国
維
会
の
解

散
は
、
岡
川
内
閣
発
足
迺
後
の
一
九
三
四
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
解
散
の
指
示
を
発
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
金
鴎
学
院
の
安
岡

正
鱒
で
あ
る
。
国
維
会
の
中
心
人
物
が
続
々
と
「
時
局
の
煽
り
」
で
「
顕
要
の
地
位
に
就
い
た
」
の
は
「
地
下
百
尺
の
約
」
に
反
す
る
、

（
川
）

と
す
る
の
が
安
岡
の
解
散
脂
一
水
理
川
で
あ
っ
た
。
国
維
会
が
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
第
一
の
理
川
と
し
て
、
安
岡
は
、
財
政
上
の
班

川
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
国
維
会
解
散
の
真
の
理
由
は
、
「
改
革
の
衝
に
当
た
る
べ
き
も
の
が
改
砿
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
の
賀

任
者
に
な
っ
た
こ
と
」
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
維
会
に
属
す
る
内
務
官
僚
が
国
維
会
の
「
地
下
百
尺
の
約
」
に
反
し
た
と
す

る
安
岡
の
厳
し
い
指
摘
は
、
後
藤
と
吉
川
に
対
す
る
直
接
の
批
判
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
は
、
あ
く
ま
で
官
僚
と
し
て
の
役
割
と
権
限
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
官
位
が
政
治
の
表
層
に
剛
り
出

て
枢
要
の
地
位
に
衝
き
、
責
任
主
体
と
し
て
新
た
な
課
題
の
提
起
と
政
策
の
選
択
を
行
な
い
、
同
時
に
政
策
過
程
の
担
当
者
と
な
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
判
Ⅲ
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
川
本
主
義
の
場
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
行
政
官
隙
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
提
起

し
た
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
は
、
ｕ
本
主
義
と
し
て
の
国
家
主
義
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝
統
主
義
に
よ
る
国
家
機
柵

構
築
を
基
本
理
念
と
し
て
信
奉
す
る
日
本
主
義
は
、
欧
化
拒
否
の
潔
癖
な
感
性
に
お
い
て
、
合
理
主
義
の
精
繊
な
構
造
を
特
性
と
す
る
官

隙
ロ
ボ
ッ
ト
が
頭
脳
を
持
っ
て
独
り
歩
き
す
る
こ
と
を
、
そ
の
初
発
点
に
お
い
て
封
殺
し
た
の
で
あ
る
。

革
新
官
僚
に
よ
る
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
岡
田
内
閣
へ
の
参
画
を
通
じ
て
第
一
の
挫
折
を
経
験
し
た
。
国
家
機
構
の
頂
点
に
革

新
官
僚
が
立
つ
行
政
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
非
常
時
局
に
直
面
し
た
国
家
体
制
が
主
動
脈
を
補
佐
す
る
副
動
脈
を
埋
め
込
む
パ
イ
・
パ

5０



新官僚・革新官僚と社会派官僚

一
九
三
二
年
の
最
初
の
時
局
対
策
委
員
会
に
日
本
労
働
総
同
盟
を
代
表
す
る
鈴
木
文
治
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

（
Ⅱ
）

協
調
会
は
「
労
働
な
き
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
状
態
か
ら
の
脱
川
に
成
功
し
、
設
立
当
初
か
ら
の
悲
願
を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
時
、
協
調
会
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
す
で
に
社
会
統
合
を
も
と
め
る
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
労
働

代
表
ポ
ス
ト
に
与
え
ら
れ
た
社
会
的
難
盤
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。

吉
川
が
協
調
会
を
去
っ
た
後
、
常
務
理
平
と
し
て
協
調
会
を
支
え
た
の
は
内
務
次
官
の
経
歴
を
持
ち
、
協
調
会
設
立
の
提
案
者
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
河
原
田
稼
吉
で
あ
っ
た
が
、
’
九
三
七
年
、
林
内
閣
の
内
務
相
に
就
任
し
協
調
会
を
去
る
。
そ
こ
で
新
常
務
理
事
と
し

て
登
場
し
た
の
が
、
東
京
市
の
課
長
、
協
調
会
の
課
長
の
経
歴
を
持
つ
異
色
の
人
物
、
町
川
辰
次
郎
で
あ
っ
た
。
町
田
は
、
さ
っ
そ
く
、

（
皿
）

吉
田
の
企
図
を
継
承
す
る
形
で
、
再
び
時
局
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
。
一
九
三
八
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
一
回
目
の
時
局
対

に
存
す
べ
き
で
あ
る
」

災
が
な
さ
れ
て
い
た
。

革
新
官
僚
に
よ
る
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
一
九
一
一
一
六
年
の
二
・
二
六
ク
ー
・
デ
タ
の
後
、
総
力
戦
体
制
を
補
完
す
る
社
会
諸
団

体
統
合
機
柵
の
術
築
に
自
己
の
役
割
を
限
定
す
る
。
協
調
会
が
試
み
た
時
局
対
策
委
員
会
の
提
起
と
産
業
報
幽
迎
勅
の
提
唱
が
そ
の
具
体

的
な
動
き
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
革
新
官
僚
主
導
の
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
第
二
の
挫
折
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

内
務
省
社
会
局
長
か
ら
協
調
会
常
務
理
事
に
捗
っ
た
吉
川
茂
の
第
一
声
は
、
「
労
使
協
調
…
此
の
平
凡
な
る
言
葉
の
狸
に
力
強
い
新
鮮

な
意
義
を
見
出
し
得
る
と
忠
ふ
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
政
策
の
使
命
は
「
調
和
あ
り
統
一
あ
る
健
全
な
る
社
会
状
態
を
実
現
す
る

に
存
す
べ
き
で
あ
る
」
と
肯
一
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
田
の
こ
の
新
方
針
に
従
っ
て
、
協
調
会
に
よ
る
最
初
の
時
局
対
策
委
員
会
の
招

み
出
し
が
な
さ
れ
た
瞬
間
に
、

革
新
官
僚
の
非
常
時
局
対
応

ス
手
術
と
し
て
認
め
ら
れ
た
だ
け
の
事
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
既
設
の
国
家
機
構
を
代
替
す
る
方
向
で
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
踏

み
出
し
が
な
さ
れ
た
瞬
間
に
、
天
皇
親
政
指
向
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
日
本
主
義
に
よ
る
拒
絶
の
処
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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一
元
的
な
旧
家
政
雄
形
成
体
制
が
雌
疋
さ
れ
る
過
膿
で
、
協
調
会
は
二
派
に
分
か
れ
る
。
吉
川
茂
の
直
系
の
位
悩
に
あ
っ
た
町
川
辰
次

郎
な
ど
は
産
業
報
國
迎
吻
の
中
央
に
移
っ
た
が
、
床
次
竹
二
郎
没
後
の
協
調
会
副
会
長
で
あ
り
徳
川
家
達
没
後
の
協
調
会
会
長
と
な
っ
た

（
Ⅱ
）

水
野
錬
太
郎
が
産
報
体
制
と
併
存
す
る
協
調
〈
室
の
代
表
と
な
っ
て
、
戦
時
下
協
調
会
の
辛
う
じ
て
の
組
織
保
持
を
担
っ
た
。

新
宵
瞭
に
よ
る
リ
ベ
ラ
ル
な
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
「
労
働
な
き
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
し
て
未
成
熟
な
ま
ま
に
落
果
し
た
。
革

新
官
倣
に
よ
る
行
政
向
隙
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
樹
立
の
試
み
は
、
内
側
か
ら
の
強
烈
な
規
制
を
受
け
て
挫
折
し
た
。
パ
イ
・
パ
ス
手
術
に
自

己
限
定
し
た
産
業
報
図
会
体
制
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
革
新
官
僚
の
総
て
で
あ
っ
た
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
構
想
そ
の
も
の
が
強
権

筑
委
瓜
会
が
、
雌
業
報
例
会
の
提
哨
母
体
で
あ
っ
た
。

協
調
会
に
よ
る
二
回
目
の
時
局
対
莱
委
員
会
が
職
場
単
位
に
産
業
報
國
会
を
組
織
し
、
そ
の
全
図
的
述
絡
組
織
と
し
て
産
業
報
國
述
淵

を
発
足
さ
せ
る
と
い
う
「
労
資
一
本
化
」
運
動
を
提
唱
し
た
の
は
、
一
九
三
八
年
五
月
で
あ
っ
た
。
協
調
会
の
労
働
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

の
腿
川
は
、
し
か
し
、
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
職
場
脆
報
と
砿
業
州
剛
述
捌
と
の
関
係
は
「
何
等
強
制
を
仲
ふ
も
の
に
非
ず
」

と
さ
れ
た
た
め
、
「
組
織
さ
れ
た
雌
業
報
剛
会
の
う
ち
同
述
川
に
正
式
に
川
Ⅲ
せ
る
も
の
は
極
め
て
倣
少
に
過
ぎ
ず
、
砿
業
報
剛
迎
洲
は

必
ず
し
も
所
期
の
成
績
を
挙
げ
た
と
は
言
い
得
な
か
っ
た
し
、
中
央
機
関
と
し
て
充
分
有
力
な
存
在
た
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
の

（
川
）

で
あ
る
。
協
調
会
が
企
図
し
た
産
業
報
國
述
盟
は
、
政
府
主
導
の
地
方
長
官
が
面
接
脂
導
す
る
府
県
単
位
の
旅
業
報
國
述
△
呵
会
の
盗
場

に
、
職
場
座
州
の
枇
断
組
織
と
し
て
の
存
在
意
義
を
兄
失
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

産
業
紺
國
述
棚
の
産
業
報
国
連
合
会
へ
の
強
行
転
化
は
、
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
え
ど
も
、
社
会
川
休
の
独
自
の
傾
城
を
認
め

る
組
織
原
理
で
あ
る
限
り
「
剛
体
の
本
義
」
と
「
官
民
一
体
」
に
伸
る
体
制
原
理
と
し
て
排
除
さ
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

大
日
本
帝
国
が
総
力
戦
体
制
と
し
て
求
め
た
の
は
、
一
国
一
党
体
制
で
も
な
け
れ
ば
、
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
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新官僚・革新官僚と社会派官似

の
発
動
に
よ
っ
て
消
し
去
ら
れ
た
。
新
官
僚
や
革
新
官
僚
が
発
揮
し
た
国
家
官
僚
と
し
て
の
社
会
性
は
、
非
常
時
体
制
あ
る
い
は
総
力
戦

体
制
と
し
て
進
行
し
た
国
家
機
構
の
画
一
化
に
よ
っ
て
、
最
初
に
活
用
さ
れ
た
が
、
や
が
て
排
除
さ
れ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

（
１
）
辻
禰
明
氏
や
升
味
準
之
柵
氏
の
か
な
り
遠
砥
の
無
い
質
問
に
、
後
藤
文
夫
は
「
私
自
身
が
新
宮
慨
の
頭
目
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
い

つ
か
ら
頭
目
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
…
」
と
と
ぼ
け
て
見
せ
る
。
そ
の
後
藤
は
、
他
方
で
は
斎
藤
内
閣
に
お
け
る
文
官
分
限
令
改
正

を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
言
明
す
る
。
「
と
に
か
く
、
政
党
は
そ
ん
な
具
合
に
、
政
党
の
変
る
た
び
に
地
方
官
僚
な
ど
の
入
れ
替
え
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
ほ
ん
と
う
の
公
正
な
行
政
と
い
う
も
の
は
出
来
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
、
あ
と
で
、
新
官
僚
と
い
う
よ
う
な
空
気

が
柵
来
て
、
と
に
か
く
こ
う
い
う
時
代
に
は
官
僚
自
身
が
ほ
ん
と
う
の
国
家
の
公
正
な
責
任
者
と
し
て
勤
め
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
言
っ
た
よ
う
な

機
巡
が
多
少
出
て
来
て
お
っ
た
で
す
ね
」
。
前
胸
［
こ
の
注
（
１
）
］
『
後
藤
文
夫
氏
談
話
第
一
皿
速
記
録
」
、
二
○
ペ
ー
ジ
。
後
醗
は
、
こ
う
も
回

顧
す
る
。
「
若
い
官
僚
に
は
革
新
の
気
分
が
強
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
た
ご
そ
の
よ
う
な
政
党
の
弊
を
言
う
だ
け
で
は
な
く
も
っ
と
あ
る
意
味
の
全
般

的
改
地
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
体
わ
れ
わ
れ
の
時
代
頃
か
ら
ポ
ッ
ボ
ッ
と
社
会
主
義
の
思
想
と
い
う
も
の
が
日
本
に
入

っ
て
き
て
い
た
わ
け
で
、
又
民
主
々
義
の
思
想
も
高
ま
っ
て
来
て
お
り
ま
し
た
。
多
少
み
ん
な
そ
う
い
う
も
の
に
触
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
社
会

主
義
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
、
た
く
い
ま
凶
で
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
だ
め
な
ん
だ
、
大
衆
の
幸
福
を
考

え
て
行
く
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
社
会
政
策
の
思
い
切
っ
た
も
の
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
た
よ
う
な
思
想
が
多
少
と
も
み
ん
な
に

あ
り
ま
し
て
ね
。
」
同
上
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
。
後
藤
の
言
う
新
官
僚
と
は
、
政
党
政
治
の
弊
を
衝
き
つ
つ
国
家
体
制
の
全
般
的
改
革
を
求
め
る
革
新
官

（
２
）
土
川
信
男
「
政
党
内
閣
と
産
業
政
策
一
九
二
五
～
一
九
三
二
年
」
（
１
）
～
（
３
）
、
『
国
家
学
会
雑
誌
」
第
一
○
七
巻
一
一
・
一
二
号
、
一
九

九
旧
年
一
二
月
。
第
一
○
八
巻
三
・
四
号
、
一
九
九
五
年
四
月
。
第
一
○
八
巻
一
一
・
一
二
号
、
一
九
九
五
年
一
二
月
。

（
３
）
内
政
史
研
究
会
『
安
井
英
二
氏
談
話
第
一
回
速
記
録
』
（
一
九
六
四
年
二
月
六
日
）
、
内
政
史
研
究
宜
料
第
一
川
染
、
六
ぺ
ｌ
ジ
。
後
藤
文
夫
も
、

猟
官
政
治
を
「
政
党
の
弊
」
と
し
て
捉
え
、
後
藤
や
吉
田
の
出
身
地
で
あ
る
大
分
に
そ
の
弊
が
強
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
前
掲
［
こ
の
注

（
１
）
］
『
後
藤
文
夫
氏
談
話
第
一
回
速
記
録
』
、
一
五
ペ
ー
ジ
。

（
４
）
河
島
真
「
国
維
会
論
１
国
維
会
と
新
官
僚
ｌ
」
『
日
本
史
研
究
」
第
三
六
○
号
、
一
九
九
二
年
八
月
、
参
照
。
河
島
氏
は
、
国
維
会
幹
部
が
既
成

あ
り
ま
し
て
ね
。
」
同

恢
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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政
党
を
批
判
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
政
党
政
治
の
否
定
者
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
河
島
氏
が
挙
げ
る
後
藤
文
夫
や
吉
田

茂
の
当
時
の
発
言
は
、
総
て
腕
曲
な
形
を
と
っ
た
政
党
政
治
否
定
論
で
あ
る
と
受
け
取
れ
る
。
何
石
に
お
け
る
回
顧
と
し
て
の
後
藤
発
言
に
見
ら

れ
る
「
猟
官
政
治
の
弊
は
政
党
政
治
の
弊
」
と
す
る
論
理
は
、
官
僚
政
治
家
に
よ
る
政
党
政
治
否
定
の
論
理
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

（
５
）
吉
田
茂
伝
記
刊
行
編
輯
委
員
会
『
吉
田
茂
」
一
九
六
五
年
、
一
七
六
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
升
味
準
之
輔
「
ｎ
本
政
党
史
論
」
第
六
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
年
、
二
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
河
島
真
、
前
掲
〔
三
の
注
（
４
）
］
参
照
。
「
国
維
会
論
１
国
維
会
と
新
官
僚
ｌ
」

（
８
）
白
水
正
之
『
Ⅲ
本
政
党
史
昭
和
編
」
中
央
公
論
社
、
一
九
四
九
年
、
一
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
９
）
同
右
。
白
木
の
記
述
は
、
同
時
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
観
察
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

（
川
）
前
掲
［
三
の
注
（
５
）
］
『
吉
川
茂
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
安
岡
正
鱒
の
「
国
維
会
時
代
」
に
つ
い
て
の
回
顧
談
を
参
照
。
河
井
継
之
肋
の
「
地

下
百
尺
に
埋
も
れ
る
覚
悟
」
が
国
維
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た
。
一
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
Ⅲ
）
肢
初
の
時
局
対
簸
委
風
会
に
つ
い
て
は
、
前
掲
［
こ
の
注
（
７
）
］
『
協
調
会
史
」
六
六
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

（
胆
）
二
度
目
の
時
局
対
策
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
『
協
調
会
史
」
八
八
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。
な
お
、
町
田
辰
次
郎
ほ
か
、
金
憩
学
院
、
国
維

会
を
め
ぐ
る
人
々
の
像
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
伊
藤
隆
弓
挙
国
一
致
』
内
閣
川
政
界
再
編
成
問
題
１
Ｍ
和
⑬
年
近
衛
新
党
問
題
研
究
の
た
め

に
Ｉ
」
「
社
会
科
学
研
究
」
第
二
四
巻
一
号
。
一
九
七
二
年
九
月
、
を
参
照
。

（
⑬
）
産
業
報
國
迎
盟
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
『
協
調
会
史
』
九
五
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。
特
に
一
○
二
ペ
ー
ジ
。

（
Ⅱ
）
協
調
会
職
員
で
あ
っ
た
村
山
壷
忠
氏
（
協
調
会
解
散
後
、
中
央
労
働
学
園
大
学
教
授
・
法
政
大
学
社
会
学
部
教
授
）
は
、
「
協
調
会
資
料
の
中
に

産
業
報
凹
会
関
係
資
料
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
」
と
の
問
い
に
、
「
産
報
か
ら
協
調
会
に
送
ら
れ
て
く
る
資
料
は
暖
房
の
燃
料
と
し
て
片
端
か
ら
ス

ト
ー
ブ
に
く
く
て
し
ま
っ
た
」
と
答
え
た
と
い
う
（
法
大
大
原
社
研
関
係
者
の
談
に
よ
る
）
。
同
じ
く
協
調
会
職
員
で
あ
っ
た
Ｔ
・
Ｔ
氏
の
談
に
よ

れ
ば
、
常
務
理
事
の
長
岡
保
太
郎
と
町
田
展
次
郎
が
お
そ
ら
く
は
産
報
問
題
で
激
論
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
Ｔ
・
Ｔ
氏
に

と
っ
て
は
時
局
に
迎
合
し
な
い
田
沢
義
姉
常
務
理
事
（
一
九
四
○
年
以
降
）
の
姿
勢
が
印
象
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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新官僚・革新官僚と社会派官仇

添
田
協
調
会
の
段
階
で
新
官
僚
層
を
蚕
食
し
た
社
会
派
官
僚
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
、
吉
川
協
調
会
の
段
階
で
は
革
新

官
恢
に
接
近
し
た
社
会
派
官
恢
の
存
在
を
砿
認
す
る
こ
と
が
Ⅲ
来
る
。
内
閣
調
査
局
か
ら
企
画
院
へ
と
国
家
機
櫛
の
中
枢
部
に
位
樋
付
け

ら
れ
て
ゆ
く
総
合
国
策
機
関
は
、
革
新
官
僚
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
は
社
会
派
官
僚
の
温
床
と
も
な
っ
て
い
た
。

内
閣
調
在
局
か
ら
企
凹
院
に
至
る
政
府
直
属
ス
タ
ッ
フ
機
関
の
創
設
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
構
築

と
し
て
顕
在
化
し
た
行
政
国
家
の
動
態
で
あ
っ
た
。
国
家
政
策
に
お
け
る
「
政
策
型
思
考
」
（
松
下
韮
こ
の
取
り
入
れ
と
社
会
政
策
の
公

共
政
策
化
に
よ
る
社
会
統
合
の
志
向
は
、
現
代
史
の
初
発
点
で
あ
る
今
世
紀
の
初
頭
か
ら
「
現
代
の
終
馬
」
が
自
覚
さ
れ
る
世
紀
末
の
今

日
に
至
る
ま
で
貫
通
す
る
日
本
社
会
の
基
幹
底
流
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
国
策
機
関
の
み
で
は
な
く
、
国
家
意
志
形
成
過
程
へ
の
政
策
型

思
考
の
導
入
と
い
う
現
代
国
家
の
土
壌
そ
れ
自
体
が
社
会
派
官
僚
を
発
生
さ
せ
育
成
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。

一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
現
代
国
家
の
行
政
国
家
化
は
、
協
調
会
の
存
在
に
着
目
す
る
な
ら
ば
一
九
二
○
年
代
に
遡
っ
て
見
出
す
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
安
定
本
部
の
人
脈
に
注
目
す
る
な
ら
ば
一
九
川
○
年
代
に
連
続
す
る
動
向
で
あ
る
と
確
認

出
来
る
。
す
で
に
戦
間
期
の
初
発
点
か
ら
、
集
権
国
家
体
制
に
お
い
て
拡
大
す
る
社
会
領
域
へ
の
対
応
と
し
て
国
家
意
志
の
公
共
政
策
化

（
１
）

あ
っ
た
。

あ
っ
た
。

国
家
総
力
戦
体
制
へ
の
対
応
と
し
て
「
昭
和
戦
中
期
」
に
お
け
る
「
国
家
の
行
政
国
家
化
」
が
進
行
し
た
と
観
測
さ
れ
て
い
る
。
行
政

倒
家
の
新
機
櫛
と
し
て
一
九
三
○
年
代
に
出
現
し
た
の
が
「
総
合
国
策
機
関
」
の
系
譜
で
あ
り
、
こ
の
系
譜
の
代
表
的
存
在
が
企
両
院
で

（
１
）

あ
っ
た
。
国
家
総
力
戦
体
制
は
、
総
理
大
臣
へ
の
権
限
の
集
中
と
、
総
理
大
臣
に
直
属
す
る
ス
タ
ッ
フ
機
関
の
創
設
を
必
要
と
し
た
の
で

四
革
新
官
僚
と
社
会
派
官
僚
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ｉ肋ら局（'|：り内しの
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'二１た班彼ＩｌＩｌらの換
力’ｲｉ姿（!；’'１文でを
史玉’』とでえあ担
生県会なあてつ当
julにのつついたし
動お提たた土がた
のけ’''１ｌＭｊがの、の
司るでは、は卜'’は
指川あ、内、体革
導口り勝’３１稲協新
一鋳束’１'１ｉｉｌＭ葉調官
で物京ｌｌｌ在秀と暗
あ産Ｔｌｊ６Aj）三し層
つ業iiu稲でやてで
たやイ，葉は勝のあ
・ノ|：識６洲ｌｌＩｌｌｍり
国泉に高査’１１家、
家付対等貝清．そ
．股し１:１に－１こ
，業て身任な’'１で
ポになぅ〉官どうは
うつざのしのテイテ
テいれ並企少イ政
イてたＷｒｉｕｊｉ壮ズ官

が
計
ら
れ
、
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
屑
の
肥
大
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
椛
力
中
枢
化
は
、
戦
時
動
員
体
制

を
貫
通
し
て
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
危
機
椅
理
体
制
へ
転
化
し
て
行
く
。
国
家
機
柵
の
社
会
化
に
即
応
す
る
形
で
、
あ
る
時
は
新
向
僚
厨

を
蚕
食
し
、
あ
る
時
は
革
新
官
僚
に
庇
謎
さ
れ
な
が
ら
、
社
会
派
官
恢
は
第
二
次
大
戦
倣
後
の
社
会
党
政
椛
に
辿
り
着
く
の
で
あ
っ
た
。

添
川
協
調
会
に
お
い
て
社
会
政
簸
の
公
共
政
簸
化
を
担
当
し
た
の
は
、
内
務
樹
仙
新
感
覚
派
と
で
も
言
う
べ
き
新
官
恢
臓
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
際
、
国
家
官
僚
の
発
想
か
ら
提
起
さ
れ
る
国
家
主
義
の
惰
性
を
社
会
化
政
策
に
切
り
替
え
る
内
部
工
作
を
試
み
て
い
た
の
は
、

水
井
亨
や
藤
井
梯
な
ど
の
社
会
派
官
恢
で
あ
っ
た
。
商
工
官
彼
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
同
家
統
制
色
の
磯
い
労
働
組
合
法
案
と
異
な
っ

て
、
内
務
省
と
協
調
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
労
働
組
合
法
案
が
、
労
働
述
動
の
、
然
発
生
性
を
承
認
す
る
労
働
保
護
法
と
な
っ
て
い
た

背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
新
官
僚
層
を
蚕
食
し
て
い
た
社
会
派
官
僚
の
姿
で
あ
っ
た
。

稲
葉
秀
三
と
勝
問
田
清
一
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内
閣
調
査
局
に
お
け
る
革
新
官
僚
と
社
会
派
官
恢
の
合
流
の
様
相
を
端
的
に
示
す
事
業
と
し
て
、
内
閣
調
査
局
が
主
体
と
な
っ
た
新
穀

感
謝
祭
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
斬
殺
感
謝
祭
の
経
過
と
柵
造
の
中
に
、
「
戦
Ⅲ
期
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
「
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ズ
ム
」
が
両
結
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

のなに林有そ経戦佐る？会
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Wi官僚・革新官(1Kと社会派Ｔｌ(li（
斬
殺
感
謝
祭
は
農
業
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
試
み
で
あ
っ
た
。
宮
中
行
事
と
し
て
の
み
な
さ
れ
て
い
る
新
嘗
祭
に
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
け

る
農
民
主
体
の
祭
典
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
新
穀
感
謝
祭
で
あ
っ
た
。
斬
殺
感
謝
祭
が
、
内
閣
調
査
局
の
提
議
、
農
林
省
の
協

（
６
）

力
、
雌
業
組
ハ
ロ
中
央
会
・
帝
川
農
会
な
ど
農
業
Ⅲ
体
の
主
伽
に
よ
っ
て
附
始
さ
れ
た
の
は
一
九
一
一
一
兀
年
の
こ
と
で
あ
る
。
斬
殺
感
謝
祭
の

「
生
み
の
親
」
は
内
閣
調
査
局
長
官
・
古
田
茂
、
「
育
て
の
親
」
は
農
林
省
次
官
・
石
黒
忠
篇
、
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
は
内
閣
調
査
局
調
査

胸
・
川
Ⅲ
博
雄
、
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
斬
殺
感
謝
祭
の
岐
初
の
災
施
者
は
、
一
付
規
模
で
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
協
洲

会
Ⅲ
狼
所
員
と
し
て
埼
玉
県
丼
泉
付
に
常
駐
し
て
い
た
勝
間
川
清
一
で
あ
っ
た
。

腿
林
省
は
、
新
宵
祭
に
参
加
す
る
「
献
穀
者
」
へ
の
処
遇
を
考
え
、
「
木
杯
下
賜
」
の
予
算
描
椴
を
講
じ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
自
体
、

宮
中
行
事
に
お
け
る
農
民
の
処
遇
に
対
す
る
批
判
的
対
応
の
意
味
を
含
ん
で
い
た
。
一
九
三
○
年
代
の
始
め
、
和
川
な
ど
を
中
心
と
す
る

腿
林
研
究
会
で
「
欧
州
併
図
に
は
、
独
自
の
収
極
祭
、
腿
業
祭
が
あ
る
の
に
、
珊
棚
の
囚
と
い
わ
れ
る
Ⅱ
水
に
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
」

と
す
る
欧
州
出
張
者
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
農
業
祭
的
行
事
の
立
案
が
農
林
省
と
帝
国
農
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
案
は
一
九
一
一
一
一
一
一
、
一
九
三
四
年
度
の
予
算
要
求
で
大
蔵
宵
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

同
じ
頃
、
吉
川
協
調
会
の
農
村
自
力
更
生
迎
勁
に
桃
わ
っ
て
い
た
勝
間
川
は
、
井
泉
付
で
、
斬
殺
感
謝
祭
を
「
抑
邪
」
「
物
戯
展
示
」

「
祇
苗
交
換
」
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
い
た
。
勝
間
川
は
新
穀
感
謝
祭
の
趣
旨
を
７
新
宵
祭
〃
の
ｕ
に
、
農
民
と
一
緒
に
斬
殺
を
神

（
７
）

に
捧
げ
て
農
作
を
喜
び
感
謝
す
る
祭
事
を
現
地
で
手
が
け
た
わ
け
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
一
九
二
一
五
年
、
農
林
省
か
ら
内
閣
調
査
局

に
川
向
し
た
川
川
は
、
腿
休
宵
で
不
発
に
終
わ
っ
た
腿
業
祭
行
耶
を
、
内
閣
調
査
局
良
と
し
て
の
吉
川
に
献
策
、
吉
川
は
勝
間
川
の
実
験

と
和
田
の
献
策
を
合
流
さ
せ
て
新
穀
感
謝
祭
を
実
現
さ
せ
た
。

二
つ
の
企
図
が
斬
殺
感
謝
祭
に
価
め
ら
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
背
川
茂
に
よ
る
腿
業
祭
を
「
効
〃
の
感
謝
、
食
轍
の
瞭
重
、
胆
氏
の
、

党
」
を
昂
揚
さ
せ
る
場
と
す
る
企
図
で
あ
り
、
寓
中
行
事
と
し
て
の
新
嘗
祭
を
国
民
祭
典
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
衆
生
活
と
密
肴
し
た
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官
製
神
道
の
在
り
方
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
和
田
博
雄
に
よ
る
農
業
祭
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
し

帥
に
本
当
の
意
味
の
〃
ま
つ
り
ご
と
〃
と
い
う
国
民
的
な
も
の
」
に
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
り
、
そ
れ
は
新
宮
祭
の
持
つ
国
家
神
道
的
色

彩
を
脱
色
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
っ
た
。
和
川
は
一
九
三
四
年
に
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ナ
チ
ス
政
権
下
の
収
穫
祭
が
農
民
的
な
も
の
で

あ
っ
て
「
ナ
チ
ス
の
イ
ズ
ム
に
染
ま
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
見
て
い
た
。

戦
中
か
ら
戦
後
に
掛
け
て
、
新
穀
感
謝
祭
は
継
続
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
主
催
団
体
の
全
図
農
業
会
が
解
散
さ
れ
、
農
林
省
の
仰

坐
凹
汀
卵
へ
の
関
与
が
禁
じ
ら
れ
た
。
一
九
四
七
年
の
第
一
三
川
斬
殺
感
謝
祭
は
、
社
会
党
政
権
で
あ
る
片
山
内
閣
の
閣
僚
と
し
て
和
旧
博

雄
経
済
安
定
本
部
長
官
が
動
き
、
食
撒
対
莱
議
員
連
盟
を
代
表
す
る
日
本
社
会
党
の
浅
州
稲
次
郎
が
委
員
長
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
い

る
。
一
九
六
二
年
に
農
業
祭
に
衣
替
え
し
て
新
発
足
す
る
ま
で
、
新
穀
感
謝
祭
は
計
二
七
回
開
催
さ
れ
た
。

（
１
）
古
川
隆
久
「
昭
和
戦
中
期
の
総
合
国
策
機
関
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。
企
画
院
を
中
心
と
す
る
総
力
戦
対
応
の
諸
国
策
機
関
に
つ
い
て

は
、
こ
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。

（
２
）
企
画
院
事
件
で
逮
柵
さ
れ
た
時
、
稲
葉
も
勝
間
川
も
、
共
に
、
和
Ⅲ
と
同
じ
「
高
等
官
交
友
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
吸
わ
れ
て
い
る
。
企
画
院
那

件
に
つ
い
て
は
、
宮
地
正
人
「
企
画
院
事
件
Ｉ
戦
時
計
画
経
済
を
め
ぐ
る
抗
争
の
椴
牲
－
」
『
川
本
政
治
奴
判
史
録
』
第
一
法
規
、
一
九
七
○
年
、

所
収
、
が
詳
し
い
。
企
画
院
耶
件
の
検
察
担
当
官
は
、
和
田
博
雄
を
許
容
範
囲
内
の
革
新
官
倣
と
し
て
で
は
な
く
、
許
容
範
Ⅶ
外
の
「
左
翼
的
革

新
」
官
僚
と
見
て
い
た
。
大
竹
啓
介
氏
は
、
こ
の
例
を
揚
げ
な
が
ら
、
和
川
を
「
革
新
官
僚
左
派
」
で
あ
っ
た
と
捉
え
た
の
で
あ
っ
た
。
大
竹
、

前
掲
［
｜
の
注
（
３
）
］
『
幻
の
花
－
和
田
博
雄
の
生
涯
（
上
）
」
一
二
九
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
３
）
稲
葉
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
蝦
名
賢
造
「
稲
葉
秀
三
Ｉ
激
動
の
日
本
経
済
と
と
も
に
六
○
年
Ｉ
」
西
田
書
店
、
一
九
九
二
年
、
を
参
照
。
勝
間

川
の
経
歴
と
主
要
著
作
の
主
内
容
に
つ
い
て
は
、
刊
行
委
員
会
編
「
勝
問
田
清
一
著
作
集
』
第
三
巻
、
一
九
八
七
年
、
参
照
。

（
４
）
内
閣
調
査
局
に
「
予
算
大
綱
の
統
制
整
理
の
権
」
を
与
え
る
案
が
調
査
官
会
議
で
検
討
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
予
算
編
成
権
を
大
蔵
省
か

ら
剥
奪
す
る
案
で
あ
る
。
『
Ⅲ
川
日
記
』
一
九
三
七
年
一
月
一
三
日
。
大
竹
啓
介
、
前
掲
［
一
の
注
（
３
）
］
『
幻
の
花
（
上
）
』
、
一
二
○
ペ
ー
ジ
。



第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
は
、
経
済
安
定
か
ら
経
済
復
興
へ
の
道
を
歩
ん
だ
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
経
済
企
画
庁
の

似赫
戦
後
経
済
史
の
把
掘
が
そ
の
代
表
例
と
な
っ
て
い
る
。

膣
し
か
し
、
こ
の
把
搬
で
は
、
経
絲
企
画
庁
の
前
身
で
あ
る
経
済
安
定
本
部
の
位
簡
な
り
経
過
な
り
意
義
な
り
が
、
ほ
と
ん
ど
抹
消
さ
れ

峰
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
は
、
ま
ず
は
、
経
済
安
定
本
部
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
傾
斜
生
箙
刀
式
に
よ
っ
て
危

●
８
０

派
機
状
態
か
ら
の
脱
川
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
経
済
安
定
本
部
が
雌
逃
し
た
経
済
計
画
に
よ
る
経
済
復
興
過
幌
を
経
て
、
ド
ッ

“
ジ
・
プ
ラ
ン
以
降
の
自
由
主
義
経
済
の
展
開
に
よ
る
経
済
安
定
段
階
へ
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
経
済
の
起
点
部
分

”
に
は
、
経
済
計
画
原
理
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

折

経
済
安
定
本
部
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
有
澤
広
ｕ
で
あ
り
側
川
柳
雄
で
あ
っ
た
。
有
瀞
は
、
大
学
の
研
究
室
に
締
を
赴
い
た
ま
ま

大
蔵
省
の
持
つ
予
算
編
成
権
へ
の
挑
戦
は
、
や
が
て
和
田
が
長
官
と
な
っ
た
経
済
安
定
本
部
に
お
い
て
本
格
的
に
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
財
政
学
専
攻
の
故
西
田
洋
二
教
授
と
語
り
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

（
５
）
大
竹
啓
介
、
同
布
『
幻
の
花
（
上
）
』
一
三
六
ペ
ー
ジ
。
松
村
勝
次
郎
は
協
調
金
木
川
の
榊
勝
則
邪
と
な
り
伺
会
の
柵
猟
人
と
な
る
。

（
６
）
斬
殺
感
謝
祭
の
経
過
は
、
大
竹
啓
介
「
第
一
回
新
穀
感
謝
祭
に
つ
い
て
」
、
同
右
「
幻
の
花
（
上
逗
五
四
八
ペ
ー
ジ
以
下
に
よ
る
。
共
同
通
信

論
説
委
員
・
寺
山
義
雄
氏
の
「
農
業
祭
事
始
」
『
全
国
農
業
新
聞
』
第
八
九
四
号
、
一
九
七
一
年
二
月
一
二
日
、
を
も
参
照
。

（
７
）
勝
間
川
は
、
新
般
感
謝
祭
に
つ
い
て
、
前
掲
、
〔
川
の
沈
（
３
）
］
、
伝
「
回
想
の
七
十
余
年
」
、
「
将
作
染
』
第
三
巻
で
触
れ
て
い
な
い
が
、
吉

川
茂
と
の
側
迎
で
は
や
や
詳
し
く
回
想
し
て
い
る
。
前
掲
、
〔
三
の
注
（
５
）
］
刊
行
会
鯏
「
吉
川
茂
」
一
六
九
～
一
七
○
ペ
ー
ジ
。

五
、
結
びＩ
社
会
派
官
僚
か
ら
安
本
官
似
へ
－

６



で
、
安
本
長
官
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
は
、
大
学
教
授
で
あ
る
前
に
、
勅
任
官
と
な
り
貴
族
員
議
員
と

な
る
国
家
官
僚
で
あ
っ
た
。
和
田
は
、
企
画
院
事
件
で
無
罪
と
な
っ
た
あ
と
、
農
林
省
へ
復
帰
、
農
政
局
長
と
な
り
農
林
大
臣
と
な
っ
て

（
１
）

い
る
。
和
田
は
、
京
都
大
学
農
学
部
教
授
へ
の
就
任
を
断
わ
っ
て
国
務
大
臣
・
経
済
安
定
本
部
長
官
の
役
を
引
き
受
け
た
。
有
澤
に
も
、

和
田
に
も
、
共
通
し
て
い
た
の
は
、
経
済
計
画
原
理
の
政
策
的
展
開
の
担
い
手
と
な
る
経
済
官
僚
と
し
て
の
自
負
で
あ
り
、
国
家
の
社
会

化
を
推
進
す
る
社
会
派
官
僚
と
し
て
の
役
割
自
覚
で
あ
っ
た
。

安
本
長
官
と
し
て
の
和
川
を
支
え
た
の
は
、
か
っ
て
内
閣
調
査
局
で
和
旧
の
部
下
で
あ
っ
た
勝
間
川
消
一
で
あ
り
稲
葉
秀
三
で
あ
っ

た
。
勝
間
川
は
、
日
本
社
会
党
川
身
国
会
議
員
と
な
っ
て
い
た
が
、
兼
職
の
形
で
国
務
大
腿
（
安
本
長
官
）
秘
書
官
と
な
り
、
和
川
安
本

の
中
枢
を
拠
っ
た
。
稲
蕊
も
、
京
那
大
学
経
済
学
部
教
授
へ
の
就
征
を
断
わ
っ
て
、
官
房
次
長
と
し
て
安
本
の
中
順
を
担
う
一
風
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
か
の
内
務
官
僚
革
新
派
の
伽
杣
で
あ
っ
た
吉
川
茂
は
、
公
職
追
放
処
分
を
受
け
、
解
除
後
、
神
社
本
庁
那
務
総
長
の
征

（
２
）

に
就
く
が
、
そ
の
頃
、
「
社
会
党
に
投
派
示
し
て
い
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
の
起
点
部
分
に
経
済
計
画
原
理
を
据
え
る
事
業
を
成
し
遂
げ
、
日
本
綴
済
を
復
興
さ
せ
る
経
済
政
策

展
開
に
成
功
し
、
国
家
社
会
主
義
の
力
向
と
は
別
の
社
会
主
義
の
可
能
性
を
提
示
し
た
経
済
安
定
本
部
の
「
安
本
官
僚
」
の
姿
に
、
協
調

会
上
層
職
員
の
底
流
と
な
っ
て
い
た
社
会
派
官
僚
の
到
達
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
か
っ
て
異
端
の
国
家
官
僚
で
あ
っ
た
社
会
派
官

僚
は
、
新
設
の
経
済
計
画
官
僚
機
構
に
お
い
て
、
正
統
派
の
国
家
官
僚
と
な
っ
て
い
た
。

（
１
）
経
済
安
定
本
部
に
見
ら
れ
る
経
済
計
画
派
の
人
脈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
片
山
Ⅱ
芦
田
内
閣
論
」
『
日
本
近
現
代
史
４
１
戦
後
改
革
と
現
代
社
会

の
形
成
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
所
収
を
参
照
。

（
２
）
吉
川
茂
の
長
女
で
あ
り
日
本
母
親
大
会
の
事
務
局
長
な
ど
を
務
め
た
山
家
和
子
の
言
。
木
下
順
「
日
本
社
会
政
策
史
の
探
求
（
上
）
Ｉ
地
方
改

良
、
修
養
団
、
協
調
会
ｌ
」
「
国
学
院
経
済
学
」
第
四
四
巻
一
号
、
一
九
九
五
年
二
月
、
中
の
「
吉
田
茂
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。
木
下
氏
は
「
吉
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【
付
】
「
協
調
会
論
」
文
献
一
覧

『
財
団
法
人
・
協
調
会
誌
」
（
稿
本
）
協
調
会
解
散
事
務
所
編
、
一
九
四
八
年
。

『
協
調
会
史
－
協
調
会
三
十
年
の
歩
み
」
協
調
会
偕
和
会
編
、
一
九
六
五
年
。

『
協
調
会
文
脈
目
録
（
和
書
の
部
迄
法
政
大
学
図
譜
館
、
一
九
七
七
年
。

編
災
委
員
会
編
『
添
田
敬
一
郎
伝
』
添
田
散
一
郎
君
記
念
会
発
行
、
一
九
五
五
年
。

編
輯
委
員
会
編
『
吉
田
茂
」
吉
田
茂
伝
記
刊
行
編
織
委
員
会
発
行
、
’
九
六
九
年
。

（
１
）
花
呑
災
「
協
調
会
の
教
育
活
動
（
そ
の
一
）
ｌ
川
本
社
会
教
育
史
ノ
ー
ト
ー
」
『
国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
紀
要
」
第
三
号
、
一
九
六
九
年

（
９
）

（
６
）
米
川
紀
生
「
協
調
会
の
成
立
過
程
－
我
国
に
於
け
る
労
資
関
係
安
定
の
た
め
の
民
間
機
関
の
構
想
ｌ
」
『
経
済
学
年
報
」
（
新
潟
大
学
）
第
三
号
、

一
九
七
九
年
二
月
。
（
社
会
政
簸
学
会
第
三
六
回
全
国
大
会
・
報
告
「
協
調
会
の
思
想
と
行
動
」
の
一
部
）

（
７
）
米
川
紀
生
「
協
調
会
の
労
働
組
合
論
」
「
新
潟
大
学
・
経
済
論
巣
』
第
二
六
・
二
七
号
、
一
九
七
八
－
Ⅱ
。
一
九
七
九
－
１
。

（
８
）
藤
野
豊
「
協
調
政
策
の
推
進
ｌ
協
調
会
に
よ
る
労
働
者
の
統
合
－
」
「
近
代
日
本
の
統
合
と
抵
抗
（
３
）
」
鹿
野
政
直
ほ
か
編
、
日
本
評
論
社

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

刊
、
一
九
八
二
年
。

月
○

田
を
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
す
る
見
解
を
示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

一
Ⅱ
。

池
川
信
『
川
本
的
協
調
主
義
の
成
立
ｌ
社
会
政
策
思
想
史
研
究
－
」
啓
文
社
刊
、
一
九
八
二
年
。

伊
藤
隆
『
昭
和
初
期
政
治
史
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
。

浜
口
晴
彦
「
協
調
会
と
第
一
次
大
戦
後
の
労
資
関
係
」
『
社
会
科
学
討
究
」
第
一
五
巻
三
号
、
一
九
七
○
年
、
三
川
。

金
原
だ
Ⅲ
『
大
正
期
の
政
党
と
囮
氏
』
塙
将
一
厨
、
一
九
七
三
年
。

安
川
浴
「
政
党
政
治
体
制
下
の
労
伽
政
策
ｌ
原
内
閣
期
に
お
け
る
労
働
組
合
公
認
問
題
Ｉ
」
「
鵬
史
学
研
究
」
第
四
二
○
号
、
一
九
七
五
年
Ⅱ
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（
別
）
岡
橘
彦
仰
「
協
測
会
と
大
原
社
研
」
『
社
会
労
働
研
究
』
簸
川
二
進
三
号
、
一
九
九
爪
年
一
二
Ⅱ
。

（
肥
）
商
橘
彦
博
「
『
協
調
会
誌
』
（
稿
本
）
と
『
協
調
会
史
』
（
正
本
）
と
の
間
」
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
第
四
四
茄
珊
、
一
九
九
孤
年
一
二

（
、
）
林
博
史
『
近
代
Ⅱ
本
国
家
の
労
働
者
統
合
』
満
水
智
麻
刊
、
一
九
八
六
年
。

（
Ⅲ
）
三
輪
辨
史
『
Ⅲ
木
フ
ァ
シ
ッ
ズ
ム
と
労
働
述
吻
』
校
、
桝
脚
、
一
九
八
八
年
。

（
旧
）
西
成
Ⅲ
蝋
『
近
代
Ⅱ
本
労
資
関
係
史
の
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
。

（
旧
）
塩
川
庇
兵
衛
「
解
題
」
、
協
調
会
『
岐
近
の
社
会
述
勅
』
（
慨
刻
版
）
新
興
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

（
Ⅱ
）
脇
Ⅲ
Ｈ
Ⅱ
「
一
九
二
○
年
代
後
半
に
お
け
る
協
洲
会
の
活
勅
ｌ
中
継
調
停
活
助
の
検
討
ｌ
」
『
経
常
論
災
』
（
明
淌
大
学
経
営
学
研
究
所
）
第
三

六
巻
二
号
、
一
九
八
九
年
二
Ⅱ
。

（
旧
）
島
田
昌
和
「
協
調
会
の
設
立
と
経
営
者
の
労
働
観
ｌ
日
本
工
業
倶
楽
部
信
愛
協
会
案
を
め
ぐ
っ
て
－
」
「
経
営
史
学
』
第
二
四
巻
三
号
、
一
九
八

九
年
一
○
月
。

（
価
）
島
川
掛
川
「
渋
沢
栄
一
の
労
使
奴
と
協
調
会
」
『
渋
沢
研
究
」
川
Ⅲ
号
、
一
九
九
○
年
三
川
。

（
Ⅳ
）
安
川
浩
「
官
恢
と
労
働
者
問
題
－
産
業
報
国
会
体
制
論
－
」
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
「
現
代
日
本
社
会
（
４
）
－
歴
史
的
前
提
ｌ
』
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。

（
川
）
三
ｂ
の
：
日
日
』
の
罠
・
旨
目
⑩
ａ
巳
出
閂
ｇ
ｏ
ご
】
口
菖
。
□
の
ｇ
』
：
：
》
旨
の
ご
く
の
ロ
ロ
・
口
。
（
Ｐ
Ｂ
Ｂ
臼
】
己
。
Ｐ
幻
。
こ
こ
の
○
の
】
⑪
の
】
・

（
旧
）
佐
Ⅱ
川
郎
『
Ⅱ
木
に
お
け
る
産
莱
民
主
主
義
の
前
提
Ｉ
労
使
懇
談
制
度
か
ら
雄
業
報
剛
会
へ
－
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。

（
卯
）
安
川
浩
「
内
務
省
・
民
政
党
・
総
同
盟
と
労
働
政
策
」
『
ｎ
本
近
現
代
史
（
３
）
ｌ
現
代
社
会
へ
の
転
形
－
」
岩
波
謝
店
、
一
九
九
三
年
。

（
Ⅲ
）
矢
野
達
雄
『
近
代
日
本
の
労
働
法
と
国
家
」
成
文
党
、
一
九
九
三
年
。

（
犯
）
木
下
Ⅲ
「
川
本
社
会
政
策
史
の
探
究
（
上
）
ｌ
地
方
改
良
、
修
淀
川
、
協
刈
会
－
」
「
国
学
院
綴
済
学
』
第
四
Ⅲ
巻
第
一
号
、
一
九
九
近
年
一
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